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合同大会（東京大会） 

大会テーマ 

「ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション」 

平成19年度 

主　催　全国放送教育研究会連盟、 
　　　　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会 
　 　　　日本学校視聴覚教育連盟、全国視聴覚教育連盟、全国高等学校メディア教育研究協議会 
　 　　　（財）日本視聴覚教育協会／（財）松下教育研究財団 

 
共　催　東京都放送教育研究協議会、（財）日本放送教育協会 
後　援　文部科学省、総務省、厚生労働省、東京都教育委員会 
　　　　日本教育メディア学会、日本教育工学会、日本教育工学協会 
　　　　日本視聴覚教具連合会、（社）映像文化製作者連盟 
 
日　程　平成19年10月26日（金）・27日（土） 
 
会　場　国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 







平成19年度第11回視聴覚教育総合全国大会及び第58回放送教育研究会全国大会
合同大会の開催にあたり、主催者としてひとことご挨拶申し上げます。

このたび視聴覚教育総合全国大会及び放送教育研究会全国大会関係者の並々な
らぬ努力により、はじめて本格的な合同大会を開催できます事はたいへん意義深
い有難いことと存じます。

これからの視聴覚教育・放送教育のあり方を求めて、ここ国立オリンピック記
念青少年総合センターに関係者一堂に会して、研究協議・討議・実践発表・展示
研究等を行う事になりました。

「ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション」を共
通主題として、急激に進展する情報化の中で、教育におけるＩＣＴ環境の整備や
指導力の問題、そこに生じた影の部分に対応するための情報モラル教育など、今
まで取り組んできた研究成果を足がかりに、新しい課題の解決と問題への対応を
目指したいと存じます。

しかし、視聴覚メディア、放送メディアの活用の当面する課題は、文部科学省
が進めております地上デジタルテレビ放送の教育活用をはじめ、学力とＩＣＴ活
用の問題、心の教育とコミュニケーション能力の育成、教員のＩＣＴ活用能力の
育成、さらには地域における教育力の問題等多岐・多様であります。

２日間の日程で、全体会における記念講演、地上デジタル放送の教育利用に関
するシンポジウムをはじめ、放送教育では課題別・ポスターセッション・番組別
研究、視聴覚教育ではパネルディスカッション、ＩＣＴ活用や情報モラル教育実
践、地域のボランティア活動等それぞれ特色のある主題で研究協議が展開される
ものと大きな期待を寄せるものであります。

大会の開催にあたり、文部科学省はじめ東京都教育委員会、日本視聴覚教具連
合会等、関係団体及び企業等からいただきました御指導と御協力、特に主催者の
一員である日本放送協会からのご支援に心からの謝意を表します。

終わりに、はじめての試みでもあります視聴覚教育総合全国大会・放送教育研究
会全国大会の合同開催について、真摯に協議を重ね調整し企画運営に当たられた大
会実行委員会及び事務局の関係各位に深く御礼申し上げますと共に、本大会が、所期
の目的を立派に達成することができますようお祈り申し上げご挨拶とします。



第58回放送教育研究会全国大会の開催にあたり、ご挨拶を申し上げます。

今大会は、第11回視聴覚教育総合全国大会との合同大会として開催し、１日目

は記念講演やパネル討議、２日目は放送教育独自の内容を企画しております。

２日目、放送教育として午前はポスターセッション、午後は課題別・番組別研

究交流会を設けております。ポスターセッションでは、全国から応募された方や

各研究会から推薦された方が日頃の放送教育実践を発表しあい、その内容を競い

ます。課題別・番組別研究交流会では、８分科会でそれぞれの活用番組を中心に

校種の枠を越えて参加していただき、参加者の方も協議に加わり、研究を深めて

いただきます。

2011年を控え、一般家庭では地上デジタル放送の普及も進み、学校でもＩＣＴ

活用が進む中、その内容において総合的な要素をもつ学校放送番組の重要性も高

まってきています。そのような背景もあり、ＮＨＫティーチャーズネットも登録

者が１万人を越え、全放連のメンバーが協力参加しましたＮＨＫ発行のデジタル

教材関連パンフレットも増刷をする状況となっているとのことです。こうした中、

これからの時代にたくましく生きていく子どもたちのために、確かな生きる力を

育成していく放送教育研究が一層深まり、ご参加される先生方にとってこの大会

が一つのステップとして位置づけていただけるよう、期待しております。

なお、今大会の開催にあたっては、視聴覚教育総合全国大会連絡協議会の方々

をはじめ、ＮＨＫ、関係機関、団体の皆さまに、多くのご協力をいただきました

ことを感謝しお礼を申し上げます。
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□懇親会 
　10月26日（金）18時～　
国際交流棟１階にて 
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ェテリアまたはカルチャ
ー棟２階レストランにて 
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全体会　 カルチャー棟　小ホール 全体会　 カルチャー棟　小ホール 

開会行事...................................................................13：00
主催者挨拶・来賓挨拶 

表 彰 式...................................................................14：35

各団体別表彰（P51参照） 

山田洋次（やまだようじ）監督 
 

1931年　大阪生まれ。幼少時を中国東北部（旧満州）で過ごし、1947年に日本に引き揚げる。
1955年　松竹大船撮影所に入社。以後、2000年にこの撮影所が歴史を閉じるその年まで、この
場所で映画を製作する。 
主な作品として『男はつらいよ』シリーズの他、『馬鹿まるだし』『家族』『故郷』『幸福の黄
色いハンカチ』『息子』『学校』シリーズ、藤沢周平原作の時代劇『たそがれ清兵衛』（第76回
米国アカデミー賞外国語映画賞ノミネート）『隠し剣　鬼の爪』『武士の一分』がある。最新作
は、吉永小百合主演の『母べえ（かあべえ）』（2008年１月26日公開）。 

１日目 

記念講演  

山田　洋次　監督 

13：20～ 

視聴覚教育総合全国大会連絡協議会会長 井内慶次郎 
日本放送協会 専務理事 放送総局長 原田　豊彦 

文部科学大臣祝辞 

「映画という集団創作」 



懇 親 会...................................................................18：00
国際交流棟1F 
（P8参照） 

◎文部科学省 事業説明 
　椿　　泰文（文部科学省生涯学習政策局参事官） 

◎パネリスト 
　生田　孝至（新潟大学人文社会・教育科学学系長）　地上デジタルテレビ放送の教育活用促進事業企画委員会主査 
　平沢　　茂（文教大学教育学部教授）　　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会指導者代表 
　木原　俊行（大阪教育大学教授）　　　　全国放送教育研究会連盟指導者代表 

◎事例発表 
　千葉県船橋市ＣＤＴ研究協議会 
　富山地域デジタルテレビ教育利用研究協議会 
◎デモンストレーション  
　ＮＨＫ、日本視聴覚教具連合会 
 
　協力：文部科学省・デジタル放送教育活用推進協議会 

地デジの教育活用に関するパネル討議等........15：00シンポジウム 

テーマ　「2011年　テレビ放送のデジタル化で授業はどう変わるか？」 

文部科学省委託　「地上デジタルテレビ放送の教育活用促進事業」 
 
平成15年12月から、三大都市圏において地上デジタルテレビ放送が開始され、平成23年に
は、テレビ放送はアナログからデジタルへと完全移行されることになっています。 
これを受けて、平成17年４月に、学識経験者、財団法人日本視聴覚教育協会、財団法人日本
放送教育協会、財団法人民間放送教育協会、財団法人松下教育研究財団が連携して、デジタ
ル放送教育活用促進協議会を設立し、文部科学省の委託を受け、「地上デジタルテレビ放送
の教育活用促進事業」の実施を行うことになりました。デジタル放送教育活用促進協議会で
は、企画委員会を組織し、教育委員会、研究実践協力校、地域放送局で構成される地域コン
ソーシアムにモデル事業を委託し、平成19年度は全国６地域21校のモデル校で、実践を進
めています。 
 

詳細は→　http://www.chidigi.jp/

平成19年度　「地上デジタルテレビ放送の教育活用促進に関わる事業」採択地域・学校 
【札幌市デジタル放送教育活用促進協議会】 
　札幌市立美しが丘緑小学校／札幌市立栄緑小学校／札幌市立北辰中学校／北海道札幌平岸高等学校 

【千葉県船橋市ＣＤＴ研究協議会】 
　船橋市立行田東小学校／船橋市立三山東小学校 

【東京地区地上デジタル放送教育活用促進協議会】 
　港区立神応小学校／三鷹市立第一小学校／三鷹市立第七中学校   

【富山地域デジタルテレビ教育利用研究協議会】 
　富山市立堀川南小学校／富山大学人間発達科学部附属小学校／高岡市立中田中学校／富山県立雄山高等学校 

【静岡市デジタル放送教育活用促進協議会】 
　静岡市立安西小学校／静岡市立清水江尻小学校／静岡市立清水興津中学校／静岡市立商業高等学校 

【兵庫県デジタル放送教育活用促進協議会】 
　尼崎市立立花南小学校／加古川市立志方東小学校／学校法人須磨学園中学校／兵庫県立舞子高等学校 





◆分科会①
「視聴覚教育施設におけるメディアサービス事業」
「郷土画像・映像資料収集、保存、活用について」 発表者・竹内　哲夫（宮城県登米市視聴覚センター所長）
「春日部市視聴覚センターの研修事業について」 発表者・中台　正弘（春日部市視聴覚センター主査）
◆分科会②
「地域活性化とメディアボランティア活動」
「ＩＴボランティア『ｉの手』」について 発表者・財津　敏郎（大分県「ＩＴボランティア『ｉの手』前代表」）

発表者・安東　勝範（大分市情報学習センター指導主事）
「視聴覚ボランティア『メディアバンクみるわーく』について」 発表者・村川　愼一（秋田県「メディアバンクみるわーく理事」）

◆ＩＣＴを導入した授業
インターネットを通じた東京海洋大学の顕微鏡利用 東京都立砂川高等学校　教諭　延味　道都
およびiPODを利用した教材提示による授業 東京都立墨田川高等学校　教諭　白石　直樹

◆学視連　分科会1
―学習・保育活動にＩＣＴ、教育メディアを積極的に活用している実践事例―
絵本の楽しみを広げるサウンドストーリー　―幼稚園教育におけるマルチメディア教材の活用―

東京都品川区立二葉幼稚園　教諭　大澤　洋美
コンピュータによる機械制御を活用した実践事例　―クラブ活動における活用を中心にした継続実践―

東京都足立区立皿沼小学校　教諭　内田　忠康
さまざまな教育メディアを活用した実践　―６年総合学習、５年国語学習から―

愛知県岡崎市立藤川小学校　教諭　本田　辰美
◆学視連　分科会2
―ネットワーク環境の活用及び情報モラル等への積極的活用実践例―
小学校における携帯電話やインターネットでの安全な情報の取捨選択及び適切な情報発信の仕方を習得する学習の実践

港区立神応小学校　教諭　山内日登志
教育ネットワークを利用した６年総合学習における「バーチャル模造紙」の積極的活用　―小中間交流を通して―

愛知県岡崎市立井田小学校　教諭　内田　雅之
ネットワークを活用した指導実践　―サーバー蓄積型コンテンツを活用した実践事例―

川崎市立苅宿小学校　教諭　山口　嘉徳

発表者 所　　属 テーマ
衛藤　由季 福岡県学校法人玄海学園貝塚幼稚園 心を育てる
塚崎　典子 さいたま市立大宮東小学校 心を育てる
竹下　佳余 千代田区立九段小学校 考える力を育てるⅠ
渡邉　光浩 宮崎県三股町立勝岡小学校 考える力を育てるⅡ
熊谷　久恵 気仙沼市立鹿折小学校 考える力を育てるⅡ
金井　義明 熊本市立城東小学校 ことばの力をつける
金原健太郎 生駒市立生駒小学校 ことばの力をつける
倉　　誠 東京都昭和第一学園高等学校 キャリア教育の充実に向けて
杉岡　道夫 都立一橋高等学校 キャリア教育の充実に向けて
安井　政樹 室蘭市立絵鞆小学校 特別支援教育の充実と拡がりに向けて
宮田　　学 岸和田市立常盤小学校 コミュニケーションスキルを育てる
中井　厚子 京都市立唐橋小学校 コミュニケーションスキルを育てる



放送教育　開会行事・ポスターセッション 放送教育　開会行事・ポスターセッション 

開会行事....................................9：30～10：20　カルチャー棟　小ホール 

２日目 

◆審査委員長 
　木原　俊行（大阪教育大学教授／ 放送教育統括指導講師） 
◆審査委員 
　守屋　貞紀（全国放送教育研究会連盟事務局長） 
◆審査委員 
　福田　哲夫（ＮＨＫ制作局第１制作センター学校教育番組部チーフプロデューサー） 
◆審査員　　参加者 

開会あいさつ／オリエンテーション／基調提案等 

ポスターセッション........10：20～12：00　カルチャー棟　小ホールホワイエ 

本年度の第58回放送教育研究会全国大会は、放送教育研究の一層の「広がり」と「深まり」を求めて、「ポ
スターセッション」と「課題別・番組別研究交流会」を行います。 
それぞれの研究会では、全国各地からたくさん実践が報告されます。放送教育に取り組んでいる方、放送
を活用した学習に興味をお持ちの方、「情報」を活用した実践に取り組んできた方など、様々な視点から
研究を深めて頂ければ幸いです。多数の方々のご参加をお待ちしています。 

【時程】 
10：20　オリエンテーション 
10：30　前半 
11：10　休憩　交替 
11：20　後半 
12：00　投票　昼食 

【参加者のみなさんへ】 

【投票の仕方と評価の観点】 

○ポスターセッションは前後半各40分の２交替で行います。 
○各ポスターの実践者に対して積極的に質問や意見をお寄せください。（発表者は質問や意見に答える形で実践内
容を報告します。） 
○参加者のみなさんに優秀なポスターを投票で選んでいただきます。評価の観点は以下の通りです。なお、投票に
よって選ばれたポスターは午後の全体会で表彰します。 

「魅力的な放送教育の取り組みである」と思うポスターを選んでください。実際にポスターをご覧になったり，発
表者と意見交換をしたりする中で，優れた実践と思われるものを選び，ポスターの番号を投票用紙に記入してくだ
さい。なお，評価の観点を下記に示しましたのでご留意ください。 
■■ 番組の特性や特徴を踏まえている 
■■ 番組を活用する必然性が明確である  
■■ 番組利用に，継続性や多様性を確認できる  
■■ 番組利用が子どもの成長（学力や人間性の向上）を促している 

優秀ポスター投票用紙 
 

全国放送教育研究会連盟　印　 
 
次の観点を踏まえて、あなたが「魅力的な放送教育の取り組みである」と思うポスターを推
薦してください。別表の中から優れた実践３つ選び，その番号を□に記入してください。な
お、発表者はご自身のポスターを選ばれてもかまいません。 
・番組の特性や特徴を踏まえている。 
・番組を活用する必然性が明確である。 
・番組利用に，継続性や多様性を確認できる。 

・番組利用が子どもの成長（学力や人間力の向上）を促している。 

私は、□　□　□　を優秀ポスターに推薦します。 

投票用紙は会場入口でお
一人一枚ずつお渡ししま
す。発表者不在のポスタ
ー及びＮＨＫのポスター
を除くすべての実践の中
から，上記の観点に照ら
し合わせて「優秀」と思
われるものを３点選び投
票してください。よろし
くお願い致します。 



小ホール 
ホワイエ 

カルチャー棟 

No　　　　　　　　番 組 名　　　　　　　　　　　　発表者　　　　　　　所属園・校 

 1 おはなしでてこい　わたしのきもち　おかあさんといっしょ 野崎　久子 岡山県久米郡美咲町旭保育園 

 2 おはなしのくに 浅香　一世 大阪府高槻市立阿武山小学校 

 3 おはなしのくに 若林亜希子 東京都三鷹市立第三小学校 

 4 わかる国語 読み書きのツボ3・4年 北村　義人 宮崎県宮崎市立住吉小学校 

 5 わかる国語 読み書きのツボ5・6年 大室　健司 埼玉県さいたま市立蓮沼小学校 

 6 わかる国語 読み書きのツボ5・6年 金原健太郎 奈良県生駒市立生駒小学校 

 7 わかる国語 読み書きのツボ5・6年 田端　芳恵 東京都目黒区立田道小学校 

 8 わかる国語 読み書きのツボ5・6年 水野　宗市 宮崎県宮崎市立池内小学校 

 9 わかる国語 読み書きのツボ5・6年　マテマティカ２ 愛甲　昌弘 広島県三次市立三和小学校 

10 わかる国語 読み書きのツボ5・6年 
 えいごでしゃべらないとＪｒ. 熊谷　久恵 宮城県気仙沼市立鹿折小学校 

11 かんじるさんすう１、２、３！ 竹下　佳余 東京都千代田区立九段小学校 

12 日本とことん見聞録　 草柳　譲治 神奈川県川崎市立夢見ヶ崎小学校 

13 にんげん日本史 佐野　　工 宮崎県清武市立清武小学校 

14 しらべてゴー！　理科3年　ふしぎだいすき 宮崎　　靖 富山県小矢部市立石動小学校 

15 理科3年　ふしぎだいすき 谷口　義昌 鳥取県鳥取市立醇風小学校 

16 理科3年　ふしぎだいすき 細見　隆昭 兵庫県丹波市立西小学校 

17 理科5年　ふしぎワールド 根井　光洋 神奈川県川崎市立日吉小学校 

18 理科5年　ふしぎワールド 山脇　隆史 鳥取県鳥取市明倫小学校 

19 理科6年　ふしぎ情報局　 佐藤　　拓 神奈川県川崎市立久本小学校 

20 ど～する？地球のあした A野　健一 神奈川県横浜市立日限山小学校 

21 おこめ　 片岡　義順 神奈川県川崎市立岡上小学校 

22 みんな生きている　 金子　　実 神奈川県横浜市立上大岡小学校 

23 道徳ドキュメント 松川　厚雄 東京都杉並区立荻窪小学校 

24 みてハッスル　きいてハッスル 圓子　靖子 青森県階上町立小舟渡小学校 

25 みてハッスル　きいてハッスル 桜井　淳宏 大阪府守口市立八雲小学校 

26 10min.ボックス　情報 米田　謙三 大阪府私立羽衣学園高等学校 

27 ＮＨＫ学校放送番組の紹介 武田　一則 ＮＨＫ学校放送番組部 

【ポスターセッション発表者一覧】 
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課題別・番組別研究交流会..........13：20 ～ 15：20   センター棟 ４階 

２日目 放送教育　課題別・番組別研究交流会 放送教育　課題別・番組別研究交流会 

センター棟 4F

402

401

403

404
405

409

407 408



２日目 放送教育　課題別・番組別研究交流会 放送教育　課題別・番組別研究交流会 



２日目 放送教育　課題別・番組別研究交流会 放送教育　課題別・番組別研究交流会 



２日目 放送教育　課題別・番組別研究交流会 放送教育　課題別・番組別研究交流会 



視聴覚教育　パネルディスカッション 

パネルディスカッション.............9：30～ 12：00　センター棟　501 
 

２日目 視聴覚教育　パネルディスカッション 

テーマ　ネットワーク社会の進展をふまえた「教育の情報化」と視聴覚教育 
　　　　─改正「教育基本法」をふまえて─ 

◇コーディネーター 
　　筑波大学名誉教授、八洲学園大学教授、中央教育審議会委員 山本　恒夫 
 
◇パネリスト 
　（視聴覚教育関係代表） 
　　新潟大学人文社会・教育科学学系長、日本教育メディア学会会長 生田　孝至 
　（社会教育関係代表） 
　　財団法人全日本社会教育連合会常務理事 加藤　雅晴 
　（教材機器提供者代表） 
　　株式会社内田洋行取締役常務教育システム事業部長、教育総合研究所長 大久保　昇 
 

　ネットワーク社会は我々の予想を超える速さで進展している。光と陰の部分への速やかな対応が強く求
められている。同時に、対応の柱として「教育の情報化」という視点が国策として大きく浮上し、ネット
ワーク環境の整備、ＩＣＴ活用能力の向上、教育用コンテンツの充実、情報モラルへの対応などの普及促
進が強く求められている。 
　しかしながら、こうした現状に対してここ数年、やや対処療法的な対応が中心という現場の実態がある。
では、何が必要かと言えば、基本に帰る、あるいは現状に対する基本的な対応の仕方を改めて学んでいく必
要性がある。 
　そこで、昨年12月に改正された「教育基本法」、そこに盛り込まれた考え方をふまえ、ネットワーク社会の進
展に対応しながら、学校教育や社会教育の場において、視聴覚教育をどのように活かしていったらよいのか、
今後のビジョンを有識者の方々にお聞きし、フロアからの質疑も含めて、議論を深めていこうと考えている。 

参考 
改正教育基本法と「視聴覚教育」との関連 
 
第１条（教育の目的）教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び国家の形成者として必要な

資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行わなければならない。 
第２条（教育の目標）一、幅広い知識と教養を身に付け、……… 
　　　二、………創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、……… 
　　　三、………公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、……… 
第３条（生涯学習の理念）……その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において……… 
第５条（義務教育）２ 義務教育として行われる普通教育は、各個人の能力を伸ばしつつ…… 
第６条（学校教育）２ ………自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して……… 
第10条（家庭教育） ………保護者に対する学習の機会及び情報の提供……… 
第12条（社会教育） 個人の要望や社会の要請にこたえ、……… 
………学習の機会及び情報の提供……… 
第13条（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力）学校、家庭及び地域住民その他の関係者は教育に

おけるそれぞれの役割と責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるものとする。 

センター棟 5F

501



視聴覚教育　学視連─分科会 

学視連─分科会........................13：20～ 16：30　センター棟　3F・4F

視聴覚教育　学視連─分科会 ２日目 

─学習・保育活動にＩＣＴ、教育メディアを積極的に活用している実践事例─ 
　教育の情報化という国策としての視点を生かし、学習・保育活動における児童・生徒の理解を深めるた
めに、メディアやコンテンツを積極的に活用している実践事例を提案する中で、ＩＣＴの積極的活用・促
進の視点で協議を深める。 

学視連分科会１ 

提案者１ 東京都品川区立二葉幼稚園 教諭 絵本の楽しみを広げるサウンドストーリー 

  大澤　洋美 ─幼稚園教育におけるマルチメディア教材の活用─ 

提案者２ 東京都足立区立皿沼小学校 教諭 コンピュータによる機械制御を活用した実践事例 

  内田　忠康 ─クラブ活動における活用を中心にした継続実践─ 

提案者３ 愛知県岡崎市立藤川小学校 教諭 さまざまな教育メディアを活用した実践 

  本田　辰美 ─６年総合学習、５年国語学習から─ 

講　　師　お茶の水女子大学教授　坂元　章　先生　　司 会 者　東京都小学校視聴覚教育研究会 

─ネットワーク環境の活用及び情報モラル等への積極的活用実践例─ 
　ネットワーク社会の進展に伴う光と陰に焦点を当て、ネットワーク環境を積極的に指導に生かしたり、
情報モラルの現状への積極的な対応を人とのかかわりから追究している実践事例を提案する中で、今後の
活用の可能性について協議する。 

学視連分科会２ 

提案者１ 東京都港区立神応小学校 教諭 

  山内日登志 
 
提案者２ 愛知県岡崎市立井田小学校 教諭 

  内田　雅之 

提案者３ 神奈川県川崎市立苅宿小学校 教諭 

  山口　嘉徳 
 
説　　明 日本学校視聴覚教育連盟 
 
 

講　　師 関西大学総合情報学部 教授　黒上　晴夫 先生　　司 会 者　東京都小学校視聴覚教育研究会 

小学校における携帯電話やインターネットでの安全な
情報の取捨選択及び適切な情報発信の仕方を習得する
学習の実践 

ネットワークを活用した指導実践 
─サーバー蓄積型コンテンツを活用した実践事例─ 

教室の情報化を目指す機器システムの開発とネットワ
ーク動画コンテンツを活用した実践の仕組み 
─広域研究ネットワークの構築と実践の共有化─ 

教育ネットワークを利用した６年総合学習における
「バーチャル模造紙」の積極的利用 
─小中間交流を通して─ 

センター棟 3F

309

センター棟 4F

416



子ども達は、とても真剣な表情で絵本や物語に聞き入
る。そして、毎日のように「今日のお話は、何。」「今日
は、○○のお話がいい。」「○○のお話の続きはないの？」
と子ども達の声が寄せられる。

今、子ども達の周りをみると種類の豊富な子供向けのマス
メディアが溢れ、子ども達はその中に浸って育ってきている。
しかし、幼稚園に入ると先生に読んでもらう本や物語に大喜
びする。先生が読み聞かせる絵本は、巧妙な音や華やかな映
像がなくても、大好きな先生が読んでくれることで子ども達の
心に響いていく。そして、イメージの世界をひろげ想像力を膨
らませ遊ぶ。この営みが子ども達の成長にとってとても大切な
ものであると感じる。

日々子ども達と生活する中で、イメージや想像の世界
を広げる心もこもった豊かな環境を作り出したいと、サ
ウンドストーリー作りに取り組んできた。

本発表では、今まで保育の中で活用してきた教材とし
てのサウンドストーリーを教育的な価値や効果・可能性
を探ることで、より一層効果的に活用していきたいと考
えている。
発表のねらい

（1）作る

伝えたい絵本を見つけて、スキャナでコピーしたページ
をパワーポイントに取り込む。音をつけ、語りと映像で
絵本を語ることができるようにすることで、オリジナル
のサウンドストーリ教材が出来上がる。

（2）子ども達への読み聞かせ

楽しさの共有
○絵本の絵を映像として大きく映し出すことで、絵を大
勢の友達と一緒によく観て楽しめる。
○音楽が流れることで、より一層絵本の世界に引き込ま
れる。
○身近な先生が、思いを込めて読むことにより、安心し
て楽しめ心に響く。

（3）実践事例

事例１

４歳児４月 学年60人の友達とはじめての
誕生日会で楽しむ

２年保育４歳児の入園ばかりの頃である。誕生日会を
大勢ですることもはじめての子ども達へのお楽しみのプ
レゼントとして、『はらぺこおむし』のサウンドストーリ
ーを行なう。

音楽と大きな画像、そして先生の声で話が進められて
いく。はじめは、「そのお話知っているよ。」と話してい
た幼児も、じっと話を聞き始める。今まで、椅子から立
ったり、友達にかかわりを求めたりしていた幼児もこの
時だけは椅子に座ってじっと話を聞いていた。音と声、
大きな画面に映し出された絵本の映像が子ども達をひき
つけていた。

その後、保育室に戻り自分の好きな遊びを見つけて取
り組む時間となる。そこで、制作コーナーに、『はらぺこ
あおむしの』塗り絵を出すと、喜んで塗り始めたＡ子。



「ねずみくんのきもち」を読んでくれてありがとうご
ざいます。わたしも、ねずみくんのきもちは何度も読ん
だことがあります。わたしは、はじめて「おもいやりっ
て大切なんだな」と思いました。これからは思いやりを
大切にしたいです。

保育の中でたくさんのサウンドストーリーを子ども達
と楽しんできた。わざわざ作らなくてもビデオやＤＶＤ
を使えばよいのではないかと言う意見もあるかもしれな
い。しかし、私はこの実践を通して日々子どもと接して
いる担任が、『今、ここにいる子ども達に』伝えたい気持
ちをもって作り、読み聞かせるからこそ魅力がありまた、
その後の保育の中でもいろいろの方法でこの経験が活か
せるのではないかと考える。保育の中で活かせるからこ
そ子ども達のイメージや創造の世界が広がり豊かになっ
ていく。

ゲーム機と向き合い、ビデオやテレビに子守をされて
育つ子どもが多いからこそ、今子ども達の豊かな創造性
を育む教材の工夫が必要ではないかと思う。

今年は、小学生に向けての教材作りや、いただいた感
想から交流活動の新たな可能性と発見もあった。

パワーポイントへの絵本の画面の取り込み、画面を動
かす、音楽をつけるなど技術面でもさらに工夫しながら
より質の高い、内容にしていく必要がある。
また、たくさんの子ども達が目を輝かせて見て感じ・考
え・楽しむことのできる絵本をサウンドストーリーに加
えていきたい。

「はらぺこあおむし」偕成社　エリック・カール著
もり　ひさし著

「ねずみくんのきもち」ポプラ社　なかえよしお作
上野紀子　絵

「わにさんどきっ　はいしゃさんどきっ」
偕成社　五味太郎作・絵

ぬり終わると「先生、これ切って」と言ってきたので、
あおむしを切り取るとあおむしを手で動かしながら散歩
させ始めた。その様子を見た、他児もあおむしをぬって
切り取りあおむしのお散歩遊びが始まる。

事例２

５歳児４月 誕生会でおもしろさを知り、
自分たちで再現して楽しむ。

学年で行なう5歳児の誕生会では、『わにさんどきっ
はいしゃさんどきっ』を担任二人がワニ役と歯医者役に
なりかけ合いで話を読み聞かせる。コミカルな曲をつけ
ることで話の内容がより楽しく伝わっていった様子。子
ども達もワニや歯医者になった気分で表情を変えてみた
り、思わず一緒に言葉を言ったりしている。年長児70人
が様々な表情で楽しんでいた。

降園時間の学級での活動時に、ワニ役は歯医者役に分
かれてもう一度楽しむ機会を作る。ワニの「どきっ」歯
医者さんの「どきっ」同じ言葉の繰り返しではあるがそ
こに込められている気持ちの違いを感じ楽しみながら友
達と一緒に言葉のかけ合いを楽しんでいた。

事例３

小学生に向けて 物語に興味をもって聞く
サウンドストーリーを楽し楽しむ。

交流を行っている小学校の朝の読書タイムに読み手と
して招待された。１年生から３年生までの約50名の児童
への読み聞かせは、子ども達が小さい頃から親しんでい
るねずみくんシリーズの『ねずみくんのきもち』にした。
思いやりをテーマに作られ、少し長い内容になっている。
話が単調なので登場人物が動くように画像を工夫した。
子ども達は、とても真剣に話に聞き入っていた。後日、
感想が３年生より寄せられた。
＜３年生の感想の一部＞
３年Aさん
先生の言い方は、役によってちがう声が出せるのは、

「すごいなー」と聞きながら思っていました。
曲もあって、スクリーンで見たねずみくんは、ほかの

ねずみくんシリーズを見た時のねずみくんとはちがった
ので、びっくりしました。読み聞かせをしてくれてあり
がとうございました。
３年Ｓさん



現在、家庭・学校を問わずコンピュータが使われるよ
うになって久しくなりました。まわりの物事をみるなら
ばコンピュータに関連していないものは無いのではない
かと思えるような世の中です。

学校のクラブ活動の中でも「パソコンクラブ」が作ら
れそれぞれの学校で工夫をこらした活動をしていること
と思います。パソコンを利用して絵をかいたり、音楽の
ソフトを用いて作曲をしたり、またホームページの作成
等の内容が多いかと思います。けれども、絵をかいたり、
曲をつくることがそれほど得意でない児童にとっては興
味をひくものではありませんでした。そのような中で何
か別の題材は無いものかと常々思っておりました。今回、
クラブ活動の中での「ロボット作り」、そして今までの関
わりについてご紹介いたします。

私の実践は、前任校である北区立赤羽台西小学校（赤
西小）でのクラブ活動指導より始まりました。

学校にコンピュータが導入された頃は、「ＢＡＳＩＣ」
等のプログラミング言語も利用されておりました。その
中に「ＬＯＧＯ」という言語がありました。
ＬＯＧＯの開発者であるＳ．パパートの著書「マインド
ストーム」の中にタートルを実際に動かす実践がのせら
れていますが、それを見てこのように自分のプログラム
したものが動かせたらどんなに素晴らしいだろうと思い
ました。そんなおりにＬＥＧＯジャパン社の「マインド
ストーム」というものに出会いました。「マインドストー
ム」というのは、ＣＰＵを組み込んだブロックを中心に
ロボットを組み立て、パソコンで組んだプログラムをそ
のブロックに転送して制御するというＬＥＧＯのセット
です。そのころの「マインドストーム」には、ＲＩＳ

（Ｒｏｂｏｔｉｃｓ　Ｉｎｖｅｎｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ）、ＲＤＳ（Ｒｏｂｏｔｉｃｓ　Ｄｅｓｃｏｖｅｒｙ
Ｓｅｔ）、ＤＤＫ（Ｄｒｏｉｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒ　Ｋ
ｉｔ）の３種類のＳｅｔが売り出されていました。

ＤＤＫはマイクロコンピュータを組み込んだ核となる
ブロックをもとに各種のロボットを組み立てるセットで
す。最終的にスターウォーズに出てくる「Ｒ２－Ｄ２」
を組み立てることができます。プログラムは、はじめか
ら組み込まれていました。

ＲＤＳは、ＣＰＵを組み込んだ核となるブロックに簡

単なコマンド入力のボタンが付いており、それを押すこ
とによりプログラムを組んでいきます。タッチセンサー
等を組み込んで簡単なロボットを作ることができます。

ＲＩＳにはＲＣＸ（マイ
クロコンピュータが組み込
まれたマインドストームの
頭脳部分）と呼ばれる黄色
いブロックがあります。そ
れを中心にしてロボットを
組み立て、パソコン上で組

んだプログラムを赤外線を用いた転送装置にてＲＣＸに
送り込み動作させます。プログラムはＲＣＸコードとい

う開発環境にて行います。
パソコンの画面上で、「ＯＮ」

「ＯＦＦ」「ＲＥＰＥＡＴ」
「センサーの制御」等のコマ
ンドブロックを並べてプロ
グラムを組み立てていきま
す。

これは児童の指導に使えるのではないかと思った私は
どのようなものか１セット購入しました。当時、私は４
年生を担任しておりました。興味のある児童を募り、放

課後の教室でロボット作り
に取り組みました。ところ
が、説明書やチュートリア
ルのＣＤ－ＲＯＭはすべて
英語でした。簡単な日本語
のパンフレットが添えられ
ているだけです。パソコン

の画面に映し出される映像と解説を拙い私の英語力で翻
訳し、子どもたちと考えながら取り組みました。始めに
組み立てたロボットは「パスファインダー」と呼ばれる
モーターを２個搭載した簡単なロボットでした。電流の

「ＯＮ」「ＯＦＦ」と回転させる時間をプログラムしまし
た。行って帰る、何回往復
させるか、四角形を描かせ
てみようと放課後の教室は
子どもたちの熱気と目の前
で自分たちの組み立てたロ
ボットが思うように動く喜
びで包まれました。この経



「マインドストーム」を組み
パソコンクラブにて利用する
ことにしました。現在、本校
のパソコンクラブでは、ホー
ムページ作成、ゲーム作り

（ロールプレイングゲーム）、
ロボット作りの３つのグルー

プに分かれて活動を行っています。ロボット作りでは、
私がスズキ教育ソフトの主催する研修会に参加したおり

に作成した「Ｃｕｂｅ　Ｃａ
ｒｔ」も利用してみました。
これは、組み立てやすくまた
センサーの性能もよいセット
でしたが、プログラムを文字
で入力していくため児童にと
ってはちょっとむずかしかっ

たようです。現在発売されている「Ｃｕｂｅ　Ｃａｒｔ
２」はコマンドブロックを並べていく開発環境です。

今年は、「マインドストーム」とともにイーケイジャパ
ンの「ＫＩＲＯＢＯ（キロボ）」というセットを使ってい
ます。白い穴あきボードに部品をのせて組み立てていき
ます。ドライバー１本で組み上げることができます。光

センサーが２つ、タッチセン
サーが２つ搭載されていま
す。ＩＣＯＮＷＯＲＫＳとい
うコマンドブロックを並べて
いく開発環境です。プログラ
ムの転送には音声ケーブルを
使っています。

今までの取り組みを通して、次の２点が成果としてあ
げられます。
・児童に物事を順序立ててとらえ考えることができる
ようになってきたこと。何よりチャレンジ精神を向　上
させることができました。
・身の回りの工業技術に目を向け、その理解を深める
ことができました。

課題としては、週休２日となり時数の関係でクラブ活
動の実施回数が少なくなってきたことがあげられます。
短期で成果のある取り組みを行う必要があります。

最近は「二足歩行ロボット」に関心がうつってきてい
るようです。「マインドストーム」にも二足歩行ロボット
のセットが登場しました。二足歩行ロボットにも取り組
ませていきたいと思います。

・Ｌｅｔ’ｓ マインドストーム入門（成美堂出版）
・ＭｉｎｄＳｔｏｒｍｓの世界　　　（ローカス）
・ロボカップジュニアハンドブック（誠文堂新光社）

験をもとに指導していたパソコンクラブの方でも使って
みることにしました。パソコンクラブの予算に組み込み、
学校で購入してもらいました。
ただ、ここで問題が生じました。「マインドストーム」

「ＬＥＧＯでロボットを作る」それは何ですかという
ことになりました。区の担当の方に商品のパンフレット
を送って説明をし、承認を得ることができました。
現在、北区と足立区の区の品目の台帳に「マインドスト
ーム」が登録されていることになります。

赤西小のクラブ活動では、
絵をかいたりホームページを
作成するほかにゲーム作りも
行っていました。
アスキー社から発売されてい
た「ツクールシリーズ」のソ
フトウェアを利用していまし

た。これにロボット作りが加わることになりました。２
～３人でグループを編成し、グループで１セットを使う
ことにしました。これには女子も興味を示し、ロボット
作りに参加してくれました。「マインドストーム」の発売
もあり、おりしもロボットブームの始まる時期でもあり
ました。

「ロボコンマガジン」が創
刊され間もない頃で、「マイ
ンドストーム」等ロボット関
連の書籍がいろいろと出版さ
れるようになってきました。
児童のロボット作成において
もこれらの書籍をもとに作成

することにしました。書籍に掲載された製作例の中でも
っとも興味深かったのは、自分でラインを探しに行くラ
イントレースロボットでした。首を振りながら黒いライ
ンを探し出し道を辿って進んでいく姿はまるで生きてい
るように子どもたちの目に映りました。驚きの歓声があ
がりました。５年生の児童は、書籍をもとに階段を上が
るロボットを作成しました。これは「マインドストーム」
の開発環境であるＲＣＸコードは使わず特別なプログラ
ムであったため、プログラムの作成は私が行いました。
児童の作ったロボットにプログラムを転送し、子どもた
ちの見守る中スイッチを入れました。動きませんでした。

（作成した児童はすでに卒業し大きくなっていますが、こ
れを動かすのが２人の課題となっています。）

赤西小にてこの取り組みをしていた頃に、「視聴覚教育」
にてこの活動を紹介する機会がありました。その折りに
は「マインドストーム」という商品名をさけ、ＬＥＧＯ
ブロック（これも商品名ですが）を用いたロボット作成
セットなる表現をしました。まだこのような取り組みは
一般的ではなく、概要を述べるにとどめました。

その後、足立区に赴任いたしましたが、早速予算に



パソコンなどのメディアやLANの活用により、多様な
学習活動を創出し、興味関心を高めたり、多彩な学習方
法習得や表現活動の活性化を図ったりすることで、意欲
的・継続的な学習を進め、自ら進んで追究する子を育て
たいと考えた。

（１） 興味関心を高め、意欲の喚起、継続を図ること
・　事象や事物の出合いとの場
・　課題の焦点化の場
・　学習の振り返りの場　

（２）多様な学習活動をする機会を設け、多彩な学習方法
の習得を図ること

・　五感を働かせた体験や活動の場
・　人との関わりをもった調べ学習の場
・　習熟度を加味した個の学習の場

（３）表現活動の活性化を図ること
・　話し合いや発表の場

（１）６年　総合的な学習「藤川を知り、考え、藤川に生
きる」の実践
①　利用したメディア等のねらい（第５・６時）

学区の大気調査の結果をＰＨＳ携帯端末のブログに書
き込み、現地で他の調査地点とリアルタイムに情報交換
することで、学習意欲の向上を図るとともに、効率的な
調査活動を行うことができる。
②　指導の実際

ア　単元のねらい
学区の生き物と水や空気などの自然環境との関係を

調べることで、一人一人が自然とどのようにかかわり合
い、より良い環境にするためにどんな働きかけができる
か考え、行動することができる。

イ　第５・６時の指導から
第４時の「自分たちの住む学区は大丈夫だろうか」と

いうテーマから、藤川学区の自然環境を調べることにな
り、まず空気を調べた。調査をした地点は、６地点で学
校から１ｋm以内にある。

第５・６時では、どこの空気がどのくらい汚れている
のか調査し、大気と周りの環境や人との関係について考
えることにした。

これまでは現地で疑問が生じた場合にはノートに書く

などして、学校に帰ってから調べるという方法をとって
きた。しかし、その方法では学習への興味や関心が中断
する形となり、集中力をなくしてしまうことになる。ま
た、学校で調べるうちに疑問が出ると、また調べに出て
行かなければならない。

これを解消するために、次のようなＰＨＳ携帯端末を
使用することにし
た。この機器は、
パソコン機能に加
え、写真撮影や通
話もでき、持ち運
びも手軽である。

（資料①）
複数のグループに
分かれるので、担
任が付いていけないグループもある。その場合でもＰＨ
Ｓ端末があれば電話機能で連絡を取り合うことができ、
活動の様子を把握できる利点もある。児童は、調査地点
に到着すると、自分たちが空気の調査をしている様子を
ＰＨＳ端末で撮影し、その後、調査結果や気付いたこと
をブログに書き込んだ。そして、撮影した画像に結果の
データと感想を貼り付けて送信した。中には、ある地点
で調べていた児童の班は、他の班のブログを見て、自分
たちの調べている場所は二酸化炭素が少ないことに気づ
いた。すると、他の班の周りの様子を確認するメールを
送った。その結果、国道１号の班のデータを見て、酸素
の値は木が多くても少なくてもほとんど変わらないこと
に気付いたようだ。ＰＨＳ端末によってリアルタイムに
他の班の結果を見ることができることから、次のような
情報の交流が見られた。（資料②）

調査が終了すると、ＰＨＳ端末の電話で担任に連絡し
て活動は終了する。調査記録や感想などをブログに書い
たものは校内サーバーに蓄積され、パソコンやＰＨＳ端
末でいつでも閲覧できるようにしてある。
③　成果と課題

ＰＨＳ端末の活用により、２つの点が成果として表れ
た。一つは、学校に帰ってから処理する必要がなく、そ



３班の『泥棒侵入事件に気をつけろ！』では原稿作り
をする中で、フリップを用いたり、電子情報ボードでグ
ラフを示したりするなど、多様な方法で発表しようとし
ていた。また、空き巣に対する防犯対策を画用紙に描い
てフリップにして発表しようとしていた。しかし、発表
に際してもっと大きく出したほうが良いという意見がグ
ループ内であがり、そのフリップを写真に撮り、電子情
報ボードで拡大して伝える方
法に変更が加えられた。電子
情報ボードで発表するため、
画面で伝えるという良さとこ
の機器の拡大機能を生かした
内容に仕上がった。さらに、

「１年生にもわかりやすい表現
の発表を意識する。」という意
見が出て、グラフやタイトル
などに使われている文字につ
いては、漢字の上に振り仮名
をつけたり自分たちが話すセ
リフで補ったりするなどの工
夫を加えられた。聞き手の立場に立った自分たちのニュ
ースの表現の仕方に工夫がみられることができた。（資料
③）
③成果と課題

今までは発表というと、作った原稿にあわせて絵を描
いた画用紙を提示するという程度であった児童が、電子
情報ボードを活用して画像や動画、ビデオ、地図などさ
まざまな素材を取り入れて発表することができた。この
ような実践を通して児童の情報収集・発信能力の向上が
見てとれた。

この実践を通して、児童はプレゼンテーションソフト、
ビデオ、デジカメ、インターネットなど、多くのメディ
アを利用し、その中から情報を選別し発表するなど、情
報活用能力の向上がみられた。

表現力を高めることにおいて今回の実践から一番成果
が感じられたのは、毎日の朝の会のスピーチである。今
までは自分の考えたことを話すだけで精一杯だった児童
が、生き生きとしたスピーチができるようになったこと、
スピーチの内容に出てくる物を資料として示したり、会
話などを交えたりしながら抑揚のついた話し方をするこ
とができるようになったことである。

また、課題として、本実践はグループ単位の活動であ
ったため、一人一人の力の高まりが見えにくかった。
個々の学習記録の方法を探り、一人一人の情報活用能力
や表現力を高めるため、個を生かした学習にさらに取り
組んでいきたい。

また、電子情報ボードの様々な特性を使いこなし、い
っそう効果的な利用方法も探っていきたい。

の場で比較できるところである。また、他の班のブログ
を見ることで自分たちのデータを確認したり、他の班に
注文をつけたりできることである。これにより、校外学
習の意欲がアップしたことである。児童の表情は明るく、

「校外学習は楽しい」と言う。積極的にブログに書き込ん
だり、他班とこまめに比較を行ったりと意欲的な調査活
動ができた。

二つめは、調査活動の効率化である。ある班は、その
場で他の班のブログを見て「いつもより酸素が多い」「何
で?」とメールでやり取りしていた。また、他の班は、自
分たちの酸素濃度が高く、他の班のブログを見て「おか
しい」と気づき再度測り直していた。自分たちが測定し
たデータが正しいかどうか確認し、リアルタイムに解決
策を講じた。

課題として、今回のように広い範囲で複数の学習グル
ープによる活動を行うとき、この機器の性能をより生か
すための機能設定を考えていきたい。例えば、データ閲
覧しながら電話できるなどのマルチタスク化、ブログの
書き込みの指定を共通にして１対1から１対全の通信も可
能にすること、ＧＰＳ機能を備えて位置確認することな
どがあげられる。

しかし、何よりもこの機器が不可欠となる学習活動の
設定を図ること、これによりこの機器で、今までには見
られない児童の学習活動を生む可能性をもつメディアに
していけると思う。

（２）５年国語科「ニュースを伝え合おう」の実践
①利用したメディア等のねらい（第12・13・14時）
・ 電子情報ボードを使ったプレゼンテーションのために、
必要な情報を判断、選択、整理し、活用することができ
る。
・電子情報ボードで映像や文字を使用したニュースを発
表することにより、事実や自分の考えを的確に表現する
力を高めることができる。
②指導の実際

第12～14時では、各グループで作成したニュースを発
表し、全員で検討を行った。はじめに、発表の様子をビ
デオ撮影し、問題の場面を繰り返し再生して検討した。
児童が発表で使用する電子情報ボードの大画面は、ビデ
オカメラで撮影された映像を大きく表示できる。撮影さ
れた発表の様子がはっきりし、見る立場に立って自分の
目で見ることができた。そして、今まで発表者自身が気
付いていなかった良い点や直したい点が数多く出された。

「ゲストとキャスターがそれぞれの意見を交わしたり、ゲ
ストに電子情報ボードを操作させたりするなどの役割分
担がしっかりできると分かりやすい。」「役割やニュース
の内容だけでなく、話すスピードや間の取り方に気を配
るとより良くなる。」などである。このような発表後の全
員による検討会では、授業時間内には収まりきらないほ
どであった。



近年、パーソナルコンピュータ（以降パソコン）や携
帯電話などによるインターネットの普及により、日常生
活において多くの利便性が得られている。しかし反面、
青少年の健全な育成を阻害する有害な情報を簡単に入手
できるという現状があり、傷害・性犯罪・窃盗などに発
展する犯罪・事件も増えている。また、児童が被害者と
してだけではなく、加害者にもなりうる事件は記憶にも
新しく、心身の健康に大きく影響していることが懸念さ
れる。そのため、パソコンや携帯電話などの情報ネット
ワークを介した犯罪被害防止・加害防止は、安全教育の
上でも大きな柱となっている。

今後、児童の携帯電話の所持率が上がることが確実視
され、安全な情報収集と的確な情報の取捨選択、適切な
表現内容と方法で情報発信できるようにする指導の意義
は大きいと考える。

そこで今回は、基本となる情報モラルの指導をすると
ともに、「相手が見えない怖さを知ること」や「文字だけ
でのコミュニケーション時に配慮すること」「コミュニケ
ーションを図るには実際のふれ合いが大切なこと」等に
ついて体験的な活動を通して学び、情報を一つのツール
として活用しながら、今後、児童を取り巻く情報社会に
おいて、健康で安全に生活するための基礎を身に付けさ
せたいと考えた。

（１）自他の生命を大切にし、

安全に関する意識を高める

情報ネットワークの特徴である「非対面性」や「匿
名性」から発生する犯罪の危険性に気付かせるところを
導入とし、提示する事例の内容、提示の仕方を工夫し、
安全に対する意識を高めていくこととした。

「文字だけのコミュニケーション」によるトラブルの
原因を考えさせる場面では、体験的な活動を通し、自分
が加害者側になりうることに気付かせ、相手の気持ちに
配慮しながら、自分の考えや思いを伝えようとする意識
を高めていくこととした。
（２）危険を予知・回避し、

対処するための知識を習得させる

効果的に資料・教材を提示し、相手が見えない怖さや、
文字だけのコミュニケーションでのトラブルの原因を理

解できるようにした。
（３）適切な行動選択ができる技能を育成する

より本物に近い模擬画面による体験学習や、グル　ー
プでの意見交換などの活動で得られた気付きや知識は、
適切に行動選択する技能に直接つながると考える。また、
被害の原因、トラブルの原因を考え、それらを回避する
方法を考えていく活動により、技能がはぐくまれていく
と考える。

（１）事前調査の活用

情報モラル教育の習得、情報ネットワークの活用状況
を把握し、指導計画の作成・教材の開発に生かす。

また、個に応じた支援をしていく際に、資料として活
用する。
（２）効果的な資料・教材の提示

プレゼンテーションソフトで作成した視聴覚教材を提
示することにより、実際の場面に近い模擬体験ができる
ようにした。このことは、児童の経験による個人差を縮
めることにもなる。
（３）体験的・課題解決的な学習活動の導入

模擬画面を用いた危険なサイトの体験では、自ら考え
判断し、まとめる過程が得られ、確かな知識の習得に効
果的である。また、一人一人の課題が明確になり、解決
のための方法や今後の行動を考えることにつながる。
（４）日常的な活動の導入

学校生活の中で、情報ネットワークの安全に関する話
題を定期的に取り上げたり、授業内容を家庭で話し合う
ように指導したりする。また、学校・学年・学級通信に
授業内容を掲載するなど、家庭への啓発を行う。これら
を実施することにより、学習から得られる意識・知識・
技能が継続され、実践力の定着につながると考える。

（１）中学年の目標

○不適切な情報に出合ったときは、大人に意見を求め、
適切に対応する。

○情報発信のルール・マナーを知り、守る。
（２）単元のねらい

○パソコン、携帯電話のもつ非対面性、匿名性について理
解し、適切な行動をとることができるようにする。



らに学校・家庭・地域が一体となって実践力をはぐくん
でいきたい。

○情報の内容の真偽や意図に注意して、情報を取
捨選択できるようにする。

○パソコンや携帯電話を正しく、安全に活用する方法
を知る。

（３）学習指導計画

①「相手が見えないこわさについて考えよう」
＜学習活動＞
○パソコンや携帯電話の長所・短所を考える。
○相手が見えない怖さが引き起こす危険について考え

る。
＜評価＞
○非対面性・匿名性から生じる見えない怖さに気付く。
【関心・意欲・態度】

②「なぜ、ひがいにあってしまうのか考えよう」
＜学習活動＞
○パソコン、携帯電話の模擬画面を通し、被害に至る

過程を知る。
○なぜ、被害に遭ってしまうのかを考える。
○守るべきこと、危険な目に遭った場合の対処の仕方

を知る。
＜評価＞
○画面を介した相手に対して、自分がとるべき行動に

ついて考えることができる。
【思考・判断】

○パソコン、携帯電話の非対面性や匿名性による被害
を知り、対処の仕方を理解する。

【知識・理解】

③「文字だけのコミュニケーションについて考えよう」
＜学習活動＞
○言葉によって二通りのとらえ方があるメールのやり

とりを模擬体験し、トラブル防止のために言葉の置
き換えをする。

○言葉だけのコミュニケーションがもつ特徴を通して、
今後注意していくことをまとめる。＜評価＞

○あいまいな文章表現は、誤解を招くことを知る。
【知識・理解】

○文字のもつ特性をふまえ、今後の返信の仕方に生か
すことができるようにする。

【関心・意欲・態度】

各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間を相互
に関連付け、横断的に取り扱い、コミュニケーションの
基礎及び情報モラル教育を教育課程に明確に位置付け年
間指導計画を立案し、繰り返し行えるよう組織的に取り
組んでいく。

学校における指導のみならず、家庭との連携を深めな
がら、日常生活の中で継続的に指導していく。今後も、
情報モラルに関する指導の大切さを学校から発信し、さ



「バーチャル模造紙」というものがある。「バーチャル
模造紙」（写真１）とは、ネットワーク上の模造紙上に、
子どもが自分の意見や図、
絵を書き込み、貼り付けて
いくことのできるソフトウ
ェアである。

このソフトウェアを総合
的な学習の様々な場面で活
用すれば、子ども同士がコミュニケーションをとりなが
ら作業を進める過程でお互いに影響し合い、「価値観のす
りあわせ」「協調的に取り組む」という体験をすることが
できる。そういった過程で自身の考えを深め、確立して
いくことができると同時に、プレゼンテーションにおい
てより分かりやすい発表について考えるなど、「伝える」
スキルを磨くことができたり、他人の作成したコンテン
ツを尊重する態度などの情報モラルを養うことができる
のではないかと私は考えた。そして以下の４点を具体的
な手だてとして考えた。
①ボード上での共同作業で同じチームの仲間の考えを見

たり、読んだりすることにより、自分自身の考えを確
立し、深めていくための手助けとする。

②プレゼンテーションの準備作業においてボード上のオ
ブジェクトに対し表示の順序づけを行うことにより、
自分たちの考えを順序立てて再構成し、より他人に分
かりやすく伝える発表にさせる。

③同じ地域に住む中学生にボードへの書き込みをしても
らい、コミュニケーションをとることで刺激を受ける
とともに、地域社会の一員として自分の住む地域とも
協調していこうとする態度を持たせる。

④書き込みの内容、自分と他人のオブジェクトの重なり
などに配慮・調整する経験を通し、自分だけでなく他
人の言葉や作品も大事にしようとする態度などの情報
モラルを育てる。

本実践は、６年生の総合学習の中で行われた。今回紹
介するのは、１年間の実践の中でも特にバーチャル模造
紙を活用した２学期の実践内容である。

（２）２学期の実践
２学期には「私たちの町　井田をもっと住みやすい町に

しよう」として、より住みよい町づくりを探る学習を行った。「井
田学区は住みよいと思うか」という問いに対し、クラスの児童
35人中28人が「住みにくい」と答え、その理由として様々な事
柄がが挙げられたが、子どもの意識としては「なんとなく」「そ
んな気がする」程度のものであった。

そこで、理由ごとにグループを作り、現状はどうなっている
のかをしっかりと調べさせ、井田学区が抱える様々な問題点
に出会わせることで子どもに問題意識をはっきりと持たせた
いと考えた。また「バーチャル模造紙」を使って報告書をまと
めさせることにより、論理的・科学的な思考する力を身につけ
るとともに、収集した資料を分かりやすくまとめ、発表する力
も身につけさせようと考えた。

子どもたちは、「バーチャル模造紙」での中間報告書作りに
取りかかった。班ごとに収集した資料を元に、班のテーマに
関する学区の現状と、自分たち
の思いを書き込んでいった。

報告書の完成後、中間報告
会（写真２）を行った。「バー
チャル模造紙」のプレゼンテ
ーション機能を使い、作成し
たボードをそのまま発表に使用した。本ソフトでは、ボード上
の全てのオブジェクトに対して、マウスでクリックするだけで
表示の順番を設定できる。子どもたちは班で相談しながら順
番の設定を行い、報告会に臨んだ。その後、３学期に向けて
個別追究のテーマを決定していった

（１）ボード上での共同作業で同じチームの仲間の考えを
見たり、読んだりすることは、子どもが自分自身の考え
を確立し、深めていくための手助けとなったか。

ボードの作成時には同じボードにログインしているメ
ンバーの書き込みをリアルタイムで見ることができるた
め、作業中にはチーム内でお互いの意見を読み合い、推
敲し合ったり、自分の意見と比較し、良い意見は自分の
意見に取り入れる姿が見られた。

「バーチャル模造紙」にはボード上の全オブジェクト
について作成・変更のログを取る機能があり、そこから
Excelで文章の編集に関する部分のみを拾ってみたところ、
図１のようなログを見ることができた。そしてそれを分
析すると、以下の事柄を読み取ることができた。

15:02:29の時点では、Ｃ男は学区の松橋町における坂道



るといいなと思った。」この文からは、中学生が自分たち
に共感してくれたことにＥ男が喜びを感じ、さらには協
力していこうとする姿を見ることができる。

このように、学区に住む年齢の近い先輩からの書き込
みをしてもらうことは、子どもに地域社会の一員として
学区の人々と協調していこうとする態度を持たせること
につながった。このように子どもたちの意欲を喚起し、
新たな思いを持たせるという点において、中学生からの
書き込みは有効であったと言える。

（４）書き込みの内容、自分と他人のオブジェクトの重な
りなどに配慮・調整する経験をすることで、子どもは他
人の言葉や作品も大事にしようとする態度などの情報モ
ラルを育むことができたか。

「バーチャル模造紙」での作業を始めた直後、子ども
たちからよく聞かれた言葉は「重ねないでよ！」という
ものだった。子どもたちが個々のパソコン上で同時にボ
ード上にオブジェクト枠を作成していると、自分のオブ
ジェクトの上に他の子のオブジェクトが重なってきて見
えなくなってしまうのである。自分が時間をかけて作り
上げたせっかくのオブジェクトが邪魔されてしまうこと
に、初めはいらだちを見せていた子どもたちであった。

しかし、しばらくすると、子どもたちは「重なっちゃったから
ずらすね。」などと声を掛け合い、オブジェクトの位置やサイズ
の調整を自発的にし出した。これは自分自身の作ったオブジ
ェクトを大切にするのと同様に、他人の作ったオブジェクトを
大切にするという態度が芽生えたことの表れと言える。つま
り、本ソフトを利用することで、著作権の保護や、他人の意見
を尊重するという面での情報モラルを多少なりとも高めるこ
とができたと言える。

本実践で「バーチャル模造紙」を使っていて気づいた
ことがある。最初は各人１台ずつのパソコンで分散して
作業していた子どもたちが、作業が進むにつれて自然に
１台のパソコンの周りに集
まり、お互いに肉声で意見
交換をするようになった

（写真５）ことである。そ
の内容は、オブジェクトの
重なりの解消についてであ
ったり、文章中の言葉遣い
についてであったり、プレゼンテーションについてであ
ったりと、バラエティに富んでいた。ソフトウェアには
簡易的なチャットの機能が備わっているのだが、子ども
たちはバーチャルな世界から飛び出してお互いに生のコ
ミュニケーションをとっていたのである。パソコン上の
コミュニケーションを現実の世界のコミュニケーション
へと発展させる可能性がこの「バーチャル模造紙」には
感じられる。

の多さを前向きにとらえ、その利
用法を考えていたものの、いい案
が浮かばずに悩んでいた。

一方Ａ男は15:00:12まで、松橋
町のマイナス面のみをとらえた書
き込みをしていた。しかしここで
Ｃ男の書き込みを読んだことによ
り、坂の積極的な利用法に目を向
けるようになり、15:06:51の書き

込みを行った。さらにはその書き込みを読んだＣ男も刺
激を受け、15:08:12の書き込みを行っている。

この記録からは、Ａ男とＣ男が互いの書き込みを読み
合うことにより刺激し合い、それぞれの考えを少しずつ
深めていく様子を読み取ることができる。

このように、ボード上での共同作業は子どもちにとっ
てお互いに刺激を受け、自分自身の考えを少しずつ確立
していくための手助けとなっていたと言える。

（２）プレゼンテーションの準備作業においてボード上の
オブジェクトに対し表示の順序づけを行うことにより、
子どもは自分たちの考えを順序立てて再構成し、より他
人に分かりやすく伝える発表をすることができたか。

ただ単に模造紙に書いたものを提示する発表では、全ての
内容が一度に表示される。そのため、紙面に書いてあること
をただ読み上げる発表になりがちで、思考の流れに沿った発
表にはなりにくい。しかし本実践では、子どもたちは「何をど
んな順番で見せるか」を班で話し合いながら決めていくこと
により、必然的に自分たちの調べたこと、考えたことを時間軸
上において再構成し、振り返ることができた。実際の授業で
も、現状の提示→問題の提起→問題に対する各個人の意見
といった基本的な流れをどのチームも踏襲した発表をするこ
とができていた。この点においては、本実践において「バーチ
ャル模造紙」のプレゼンテーション機能を使用することにより
効果があったと言える。

（３）同じ地域に住む中学生にボードへの書き込みをして
もらい、コミュニケーションをとることで、子どもは地
域社会の一員として自分の住む地域とも協調していこう
とする態度を持つことができたか。

本実践では、センターサーバ上にボードを作成し、本
校のすぐ近くにある岡崎
市立葵中学校の３年生に
閲覧と書き込みを依頼し
た。（写真３）以下は書
き込みを読んだ後のＥ男
の感想である。

「・・・中学生の人も自分たちと同じことを考えてい
ると分かっておどろいたけど、ほっとした。・・・さい
ごに『自分たちの住んでるところだから、自分たちにも
できることがあったら、いっしょにやりたいですね』っ
て書いてあって、葵中の人たちとも何かいっしょにやれ



川崎市教育情報ネットワークには、市内の教員が開発
した優れたディジタルコンテンツや教育的価値の高い資
料が数多く蓄積されている。また、川崎市立小学校情報
教育研究会の活動内容や実践事例、ＩＣＴ機器を利用す
る際に便利な資料もサーバに蓄積されている。

今回、ここに蓄積されたコンテンツを紹介したり、コ
ンテンツを活用したりした実践事例を紹介していきたい
と考える。

はじめに、川崎市立小学校情報教育研究会の研究テー
マをはじめ、今までの活動内容を紹介していきたい。「コ
ンピュータ活用」「学校図書館活用」「放送・映像活用」
の３つを土台にして、研究テーマである『自ら学ぶ力と
豊かな心を育てる情報教育をめざして～メディア活用で
伸ばす確かな学力～』を追究した「川崎の情報教育」を
実践してきている。

研究会のWebページには、情報モラル教育を実践した
「ひとり一実践」の活動案をはじめ、情報教育のすすめ方
のヒントとなる「活動アイデア」や情報機器を活用した
い人向けの「知恵袋」コーナーが設けられてあり、必要
なときにダ
ウンロード
できる。ま
た、読書活
動年間指導
計画や委員
会・クラブ
で活用でき
る「ビデオ
カメラの使
い方」「アナウンサーになるためのマニュアル」等もダウ
ンロードできる。

これらは、川崎市総合教育センター内のサーバに蓄積
されている。

川崎市総合教育センターでは、情報活用能力を高めるた
めに、学校のコンピュータの環境とネットワーク環境を整
えるために、平成６年度より市内の21校のネットワーク構
築を開始し、順次、環境の整備を推進してきた。平成11年
度には、市内全178校とのネットワーク化の整備が完了し、

平成12年度から本格的に川崎市教育情報ネットワーク
（KEINS-NET）いわゆるケインズネットがスタートした。

ケインズネットでは、児童生徒のネットワーク利用を
可能にすることを重点において整備を進めてきたが、そ
のほかに川崎市総合教育センターに蓄積されている
教育関係の資料・教材データベースの活用などを目的と
して構築されている。現在、学校と総合教育センター間
は、ADSLの1.5Mで繋がっており、ネットワーク機能を利
用した電子メールによる情報交換も行っている。メール
のID取得者は、およそ5000人にのぼる。

川崎市総合教育センターには、２つのサーバがある。ひとつ
は、イントラネット用で、各学校からは自動的にこちらに入るよ
うに設定されている。児童生徒がメールの練習をしたりホー
ムページを立ち上げたりする際に、学校間でのみ利用できる
ので、インターネットに出る前の準備段階として安心して活用で
きる。

もうひとつは、
インターネット
用で、学校以外
の外部からアク
セスしたときに
はこちらに入る
ように設定され
ている。ホーム
ページには、「セ
ンター紹介」「研
究」「研修」「教育研究会」「市立学校紹介」「教育用コン
テンツ」のページがある。

「教育用コンテンツ」には、「学習リンク集」「算数６
ケ国語対訳集」のほかに、市内の教員が開発した「川崎
の花」「自然教室へ行こう」「こんな描き方もあるよ！」

「おもしろ実験」のディジタルコンテンツが利用できるよ
うになっている。

これらの教育用コンテンツは、川崎市総合教育センタ
ーで開発されたものである。総合教育センターでは、設
立以来、多様化した教育的諸課題等を踏まえ、川崎の教
育の創造と発展に資することを目的とした調査研究を行
ってきている。

数ある研究会議の中の、「映像制作研究会議」と「情報
教育研究会議」で情報教育にかかわるさまざまなディジ
タルコンテンツの開発や研究が行われてきている。



児童の具体的な課題

・バーベキューのやり方は、どうするのだろう

・そうじのしかたを知りたいな

・布団のしき方やたたみ方をみんなに教えなくちゃ

・アストロハウスって何だろう

・どんな自然があるのだろう

・入所式、退所式ってどんなことをするのかな？

学習後の児童のアンケートから（回答31人中）
・写真と比べるとビデオは動いているのでわかりやすい。（31人）
・操作が簡単で、途中で止めたり繰り返したりして何度

も見て学習することができた。（26人）
・全体で一斉視聴するよりも個別にビデオが見られるの

がよい。（28人）
・自然教室に行く前に、事前に八ヶ岳について調べられ

るのがよい。（25人）
授業の考察とまとめ

アンケート結果から児童は、ディジタルコンテンツの利用に
対して肯定的にとらえていることがうかがえる。それは、ディジ
タルコンテンツが動画だったからではないかと考える。文字
情報よりも映像と音楽中心で構成され、ナレーション入りで説
明も入っているものもある。この点が、今回の調べ活動を最後
まで集中して持続できた一因ではないかと考えている。

そのように考えてみると、やたら何でもよいのでコンピュー
タやインターネットを使って課題解決学習をするだけで情報活
用能力が身に付くというわけでもないことがうかがえる。児童
が本当に魅力のある課題をつかむことができて、児童にとっ
て適当な情報が見つけられた時に、「調べたり」「まとめたり」

「発表したり」する活動を通して情報活用能力が効果的に育
成できるのかもしれないと感じた。

現在、総合教育センターと学校間の回線スピードは、
ADSLの1.5Mである。今回利用したディジタルコンテンツ
をダウンロードするには、ギリギリの速度だと痛感した。
ダウンロードに時間がかかりすぎると児童の学習意欲も
半減しかねない。回線速度を上げることは、ケインズネ
ットの今後の大きな課題であるといえよう。

大切なことは、これから生きていくために必要不可欠
の力になってくる情報活用能力を児童に着実に育成する
ために、児童の情報活用能力を高められるような単元の
開発を行ったり、有益なディジタルコンテンツを積極的
に利用した学習をすすめていく教員の授業コーディネー
ト力を高めたりしていかなければならないと考える。
参考・引用文献

情報発信のすすめ　川崎市教育情報ネットワーク
川崎市総合教育センター　2000
川崎市立小学校情報教育研究会　総会資料
川崎市立小学校情報教育研究会　2007
川崎市総合教育センター　Webページ
川崎市立小学校情報教育研究会　Webページ

H18 「はてな？がいっぱい二ケ領用水」

H17 「大山街道を歩いてみよう」

「情報機器による情報活用の実践力の

育成をめざした指導計画の作成」

H16 「比べてみよう映像編集」

H15 「うつしてみようビデオカメラ」

「情報モラルの育成をめざした指導資料の作成」

H14 「自然教室へ行こう」「こんな描き方もあるよ」

「作ってみようビデオ作品」

H13 「おもしろ実験シリーズ」

総合教育センターの外部用サーバ（インターネット用）
では、先に挙げたディジタルコンテンツしか利用するこ
とができないが、内部サーバ（イントラネット用）では、

「二ケ領用水2006」「比べてみよう！映像編集」「うつして
みようビデオカメラ」「作ってみようビデオ作品」等も授
業で活用することができる。

単元名　「比べてみよう身近な環境」
活動計画（全32時間）

①オリエンテーション
②少年自然の家ウォッチングをしよう
③八ヶ岳の○○博士になろう
④自然教室での課題を見つけよう
⑤八ヶ岳自然教室の準備をしよう
⑥八ヶ岳自然教室に出かけよう
⑦八ヶ岳や自然教室のことをみんなに伝えよう
⑧振り返りをしよう
授業の分析

子どもの目線に立って課題を設定させるために、担任が以
前自然教室へ行って撮影してきたビデオや写真を視聴させた
り、総合教育センターのディジタルコンテンツを紹介したりし
ながら自然教室とは、どのようなものなのかというイメージを
つかませた。その後、少年自然の家の施設面と活動面の２つ
の課題を持って「自然教室へ行こう」のディジタルコンテンツ
を利用しながら調べ活動を行った。ディジタルコンテンツ自
体、短い説明とVTRにまとめられているので課題に対して、要
点を押さえプリントにまとめることがきた。



M E M O



視聴覚教育　全視連・全国メディア研（高校）─分科会 

全視連─分科会......................13：20～ 16：30　センター棟 3F

全国メディア研（高校）─分科会.......13：20～ 16：30　センター棟 5F

２日目 視聴覚教育　全視連・全国メディア研（高校）─分科会 

センター棟 3F

分科会① 
「視聴覚教育施設におけるメディアサービス事業」 
全国公立視聴覚センター連絡協議会研修と併催。 
 
助言者・吉田　広毅（常葉学園大学講師） 
　　　　佐野　治之（名古屋市教育センター情報教育部室長） 
司会者・中村　祥一（千葉県総合教育センターカリキュラム開発部メディア教育班） 
発表者・「郷土画像・映像資料収集、保存、活用について」 
　　　　竹内　哲夫（宮城県登米市視聴覚センター所長） 
発表者・「春日部市視聴覚センターの研修事業について」 
　　　　中台　正弘（春日部市視聴覚センター主査） 
 
分科会② 
「地域活性化とメディアボランティア活動」 
利用にスタンスをおいた、ＩＣＴボランティア、メディアボランティア等の活動事例の発表。 
 
助言者・坂井　知志（常磐大学大学院教授） 
　　　　原田　成夫（北村山視聴覚教育センター所長補佐） 
司会者・村上　長彦（足立区教育委員会青少年センター青少年事業係長） 
発表者・「ＩＴボランティア『ｉの手』」について 
　　　　財津　敏郎（大分県「ＩＴボランティア『ｉの手』前代表」） 
　　　　安東　勝範（大分市情報学習センター指導主事） 
発表者・「視聴覚ボランティア『メディアバンクみるわーく』について」 
　　　　村川　愼一（秋田県「メディアバンクみるわーく理事」） 

実践報告１.............................................13：20～15：00 
都立砂川高校の教育活動報告 
東京都教育委員会のインターネットを利用する「トライネットスクール」事業。 
昼夜３部定時制と通信制を併置するＩＴ推進校の、国語と英語の実践。 

東京都立砂川高等学校　教諭　延味　道都 

実践報告２.............................................15：10～16：30 
都立墨田川高校の実践報告 
東京海洋大学と連携する生物の授業。 
海洋大実験室の顕微鏡をインターネットを通じリモート操作し、魚の組織を
観察する。 
他にｉＰｏｄを利用した教材提示について。 

東京都立墨田川高等学校　教諭　白石　直樹 

センター棟 5F

310

311

513



2005年４月に９つの町が合併し「登米市」が誕生した
ことを機に、市民や教育機関等の「郷土学習」を支援す
るデジタルコンテンツの充実を図り、視聴覚センター独
自のネットワークを新たに構築して、豊富な学習情報を
提供する事で「登米市の新しい学習形態の創出」を目指
している。

コンテンツの柱は「登米地域に係る資料の収集と保存」
そして保存した資料の効果的な「活用」を図るための

「郷土コンテンツ制作」に力を入れている。
このことは、多くの人々に自らの地域の伝統・文化につ
いての理解を深めてもらうことにより、郷土を愛し、誇
りに思う心をはぐくんでほしいという思いが込められて
おります。

2006年度のコンテンツ制作予算は51万円で、自作視聴
覚教材34作品のデジタル化と、市民による創作劇公演

「夢フェスタ水の里（第１回～第８回）」市内の子供たち
によるミュージカル「ドリームキッズ（第１回～第３回）」
地域に伝わる市民の創作劇「米岡芝居（第１回～第２回）」
の公演記録をデジタル保存すると共に希望者へのDVD貸
出と、著作権・肖像権をクリアした作品をインターネッ
トで公開している。

公開は、自作視聴覚教材等の動画映像25作品、登米圏
の四季（写真）122枚であるが、今後も継続して取組んで
行く視聴覚センターの根幹事業として位置付けている。

又、ホームページでの公開に当たっては、利用者の通
信環境を考慮して、ブロードバンド（ADSLなど）だけで
なく、ナローバンド（ISDNなど）からでも利用いただけ
るように配慮した。

事業の背景には、教材性や史料的価値の高い合併前の
映像資料等が、制作当時のメディアのまま、あまり利用
されずに埋もれていたため、その状況を放置しておくこ
とは、郷土の歴史を知る上で貴重な映像資料等が劣化し、
消滅の危機にさらされる事になるので、収集・保存・活



インターネットによる資料の公開に当たっては、当然
のことながら著作権や肖像権に細心の配慮が必要となる
事から、史料的価値の高い貴重な作品であっても、すぐ
には公開が難しいものも多くあり、これらの作品につい
ても、時間をかけてでも公開できるようにしたいと考え
ている。

又、この経験を踏まえて、2006年度からは著作権契約
や、肖像権の承諾を得た上で進めており、インターネッ
トによる公開を前提に「郷土学習教材」を制作している。

今後は、登米市の今昔の姿を、デジタル化した画像・
映像で記録した映像による地域文化のデータベースを作
ることにしており、市内全域からの「記念誌」や「映像
資料等」の収集に着手したところである。

【資料収集状況：07年９月末】

記念誌　　62冊

ビデオ　　17巻

写　真　　66枚

用を柱に地域のコンテンツ制作と、それをインターネ
ットで公開することにより、従来の視聴覚教育という堅
苦しいイメージを払拭して「いつでも・どこでも・だれ
もが」自由に利用できる環境を整え、後世に継承しよう
と取組んでいるものである。

この事業の第一歩は、2005年度にWebシステムを新た
に構築し、視聴覚センターのホームページをリニューア
ルして、自作教材や史料的価値の高い記録映像等を「活
用」するための環境整備からスタートしている。

システム構築に当たっては、登米市企画部が合併と同時
に立ち上げた情報系のポータルサイトを利用させてもら
いたいと要請したが、セキュリティー上の難色を示され
たため、独自のネットワークを構築した事で、豊富な情
報を発信する事が可能となった。
現在は市内小中学校全校のホームページ公開のための関
連予算も視聴覚センターに予算措置されていることから、
将来は登米市教育委員会のポータルサイトに発展させ、
その中で視聴覚メディアサービスを発信することによっ
て、本当に必要とされる教育機関の一翼を担う事ができ
ると考えている。



春日部市は、関東平野のほぼ中央、埼玉県東部に位置
している。平成17年10月、旧春日部市と旧庄和町が合併
した新生春日部市は、人口約24万、県東部の中核的な役
割を担う「人・自然・産業が調和したふれあい共生都市」
として大きく発展しつつある。

春日部市視聴覚センター（以下｢当センター｣という）
は、視聴覚教育を通じて市民の生活文化と知識教養の向
上及び学校教育と社会教育の振興を図ることを目的とし
て、平成２年に開所した。「学習情報センター／教材セン
ター／研修センター」の３つの機能を施策の柱としてい
る。今年度より生涯学習推進業務を併せて行うことにな
り、組織・運営面で新たな段階を迎えたといえよう。（所
属職員7人、うち指導系２人）

一方、昨年（平成18年）12月に教育基本法が改正され、
学校教育だけでなく社会教育もまた大きな変動の時期に
さしかかっている。本稿では、特に学校教育へのサポー
トに焦点を当て、社会の情報化が加速度的に進展する状
況の中、新たな時代の視聴覚センターと学校教育との関
わりについて考察していきたい。

近年、学校現場にコンピュータが広く浸透し、コンピ
ュータは学校の中ですっかり日常化した。

文部科学省の統計を見ると、平成18年３月現在（本稿執
筆時点で最新の数値）で「コンピュータを操作できる教員」
の割合は96.9％、「コンピュータを使って教科指導等ができ
る教員」の割合は76.8％である。また、校内におけるコン
ピュータ関連の整備状況を平成14年３月と平成19年３月と
の比較で見ると、コンピュータ１台当たりの児童生徒数は
11.1人/台から7.3人/台とやや頭打ち傾向にある。これに対
し、校内ＬＡＮ設備率は同じく21.1％から56.2％に、光フ
ァイバ回線によるインターネット接続率は12.8％から55.5％
になるなど、ネットワーク環境の大幅な向上が著しい。

そうした中で、当センターの諸事業もニーズの変化に
合わせて少しずつ見直しを行ってきた。次のグラフと表
は、平成14年度と今年度（平成19年度）のコンピュータ
関係研修の実施状況を比較したものである。

（１）研修時数と対象別割合の変化

コンピュータ関係研修全体について平成14年度と今年
度を比較したとき、大きく２つの変化を読み取ることが
できる。第１は、研修総時数の減少である。平成14年度
が計90単位（270時間）であるのに対し、今年度は計64.5
単位（193.5時間）と約30％減である。この背景として、
情報化の進展に伴い、量よりも質の高い事業内容が求め
られるようになったことが大きい。学校ないし教職員対
象の研修についていえば、例えば「学校に直接出向いて
行う研修」の充実など、研修の在り方そのものを多様化



象に、授業におけるＩＣＴ活用を中心テーマに計３日間
で実践的な研修を進めている。

以上をまとめると、教職員対象研修におけるこの５年
間の変化は、次の２点に集約することができよう。
・「教職員全体を画一的にレベルアップする研修」から

「個々の教員のニーズに対応した研修」へ
・「操作を学ぶ研修」から「実際に活用できる研修」へ

昨今の教育改革の中で、学校と家庭・地域との連携が
重視されている。新教育基本法では、学校と家庭・地域
等の連携・協力が努力義務として新たに定められた。ま
た小・中学校設置基準では、連携の基盤となる学校から
の情報提供を義務づけている。

授業の質の向上だけでなく、学校からの情報発信手段
として、インターネットをはじめとするＩＣＴの活用は
大変有効である。しかし、「学校組織全体としてのＩＣＴ
活用能力」に注目し、その向上を目ざす取り組みはこれ
からといえよう。

当センターでは「ＩＣＴを中心とする学校全体の情報
発信力」を向上させるための試みを少しずつ始めている。
例えば、従来のホームページ作成研修だけでなく、市内
の小中学校を直接訪問し、ホームページ作成担当者を対
象とした研修を新たに実施した。各校の実情に応じた技
術的な支援はもとより、学校のホームページを定期的に
更新できる職員組織の整備や作業の分担のしかたなども
アドバイスしている。また、ネットワーク管理者研修に
おいてウイルス被害の実例などとともにその対策例を具
体的に指導することにより、各学校が自信をもって情報
提供を行えるようバックアップしている。さらに、表計
算（上級）研修では、学校評価の結果処理に役立つ「表
計算ソフトでの処理を見通したアンケート調査実施のノ
ウハウ」なども学べるよう計画している。

一方、今年度より当センターと生涯学習推進業務が統
合されたことを受け、例えば生涯学習に関する人材情報
登録制度を活用して学校教育との連携がより円滑に行わ
れるよう支援していくなど、当センターが学校と地域社
会との橋渡し役を務める方向性についても検討していき
たい。

このように考えていくと、「社会教育に足場を持ちつつ、
学校教育とも積極的に連携していく」という視聴覚教育
の一貫した立場は、今また新たな意義を持つことになる
のではないだろうか。

させている。
第２は、行政職員・教職員中心から一般市民対象の研

修が中心となってきたことである。春日部市では、行政
事務の基幹部分についてのＩＴ化がここ数年で完了し、
平成14年度当時数多く実施されていた行政職員対象の研
修も、一応の役割を終えた。一方、市民からはコンピュ
ータ関係の研修に対するニーズが高まってきた。それを
受け、「市民パソコン講座」は年ごとに開設講座数を増や
しながら現在に至っている。

（２）教職員対象研修の変化

次に、教職員対象研修に絞って平成14年度と今年度の
状況を比較すると、次の４点が指摘できる。

第１は、啓発的な役割をもつ「総合的な研修」が行わ
れなくなったことである。前述のように、昨今の学校は
コンピュータの活用が日常の風景となっていることから、

「パソコンとは何か」といった研修はその役割をほぼ終え
たといえる。

第２は、個々の研修の実施単位（時間）が短くなって
いる点である。平成14年度の場合、多くの研修が１講座
当たり２～４単位（６～12時間）で計画されているのに
対し、今年度は「ＩＣＴ活用研修」を除き0.5～1単位

（1.5～３時間）で１講座となっている。
教職員対象研修は、そのほとんどが夜間、自主的に

（＝勤務の一環としてではなく）参加する形をとっている。
したがって、昨今のいわゆる「多忙化」の中で、長時間
の研修に参加することが難しいという教職員の声に応え
たものである。また、研修への幅広いニーズに対応する
ため、個々の教職員が必要と感じる内容をワンポイント
的に研修できる１時間半程度の研修（当センターでは

「ハーフ＆ハーフ研修会」と呼んでいる）を拡充している。
第３は、「ソフトウエアの操作研修」から「具体的な活

用の場面を想定した活用研修」への転換である。平成14
年度では各講座で使用するソフトウエアはほとんど１種
類のみであり、当該ソフトウエアの操作を習得するため
の研修といった性格が強かった。これに対し、今年度は

「賞状づくり」や「成績個票のグラフ化」など具体的な作
業課題を設け、それを実現するために複数のソフトウエ
アを組み合わせて活用するといった研修が全体の半数以
上を占めている。

第４は、新たな時代のニーズに応える研修内容や方法
の工夫である。例えば「ネットワーク管理者研修」は、
管理職を対象にネットワークの基本的な知識や情報セキ
ュリティの問題を中心に研修するものである。なお、こ
の講座は作業・体験的な内容を重視する方向性で改善を
進めてきている。

また、「ＩＣＴ活用研修会」は、今年度から埼玉県教育
委員会との共催で実施しているものである。本研修会は、
コンピュータの操作や活用に不安の見られる教職員を対



ＩＴボランティア「ｉの手」は、大分市情報学習セン
ターで組織されたボランティア団体である。

「大分市情報学習センター」（以下センター）は、センタ
ーにおける教室の充実と市民の地域における学習機会の
拡充を目指すため、2004年度より市民を対象に「ＩＴボ
ランティア養成講座」を毎年1回開催し、修了者を「ｉの
手」の会員として登録するシステムを確立した。

「ｉの手」はセンターの支援のもと、2005年度より本
格的なボランティア活動を開始し、現在に至る。市内13
の地区公民館で開催している「パソコン入門教室」は好
評で、2007年度は受講生の要望も踏まえ、公民館毎に実
施回数や内容を変えて活動している。

「地域活性化とメディアボランティア活動」の一事例
として、当ボランティア団体の活動を紹介することが、
地域社会における「ＩＴボランティア活動」のあり方を
問う参考になれば、これは会員の喜びです。

２ 実践・活動の紹介
（1）ＩＴボランティア活動の動機

同センターの養成講座への呼びかけに対して、毎回多
くの市民が応募し、修了者は、ほぼ全員が「ｉの手」に
登録している。会員のボランティア活動への参加の動機
を整理すると図―１のようになる。会員はボランティア
としての活動ばかりでなく、パソコンに関する知識を学
びたいという要望が極めて高いのが現状である。

図-１　ボランティア活動の動機

（2）組織

ボランティア活動を行う上で組織作りは必須の要件で
あり、充分な協議により組織作りを行った。
図２に現在の「ｉの手」の組織図を示す。

図-２ 組織図

◆運営係会議

各班の代表２～３名から構成し、代表世話人及び副代表
世話人・幹事はこの中から互選によって選出している。
会議はセンターの職員参加のもと、月１回程度開催し、ス
ケジュールの確認、研修の企画運営等活動の円滑化を図る。
◆活動班

「ｉの手」会員114名は、居住区を考慮して地区公民館
別にＡ～Ｆ６つの班を編成し、班ごとに担当地区公民館
(図-２下図)とセンターで活動している。
◆テキスト編集委員会

公民館で使用するテキスト・教材の作成、編集・改定
を行う委員会である。
◆ホームページ運営委員会

ホームページの作成・運営を行う。運営係会議や活動班
等と連携し、常に最新情報に更新する作業を支援している。
◆動画配信グループ

大分市生涯学習情報「まなびのガイド」に掲載する動
画教材の制作を行うグループ。センターの過去のアナロ
グ教材のデジタル化も行う。
◆映像サークル

写真・動画の撮影・編集等に関する同好会。作品は年１



図-３　ｉの手ホームページ

公民館で行うパソコン教室は、今までに延べ4000人を
越える市民が受講し、「初心者に優しいパソコン教室」と
極めて好評である

時期によっては、センターのパソコン教室のサポート
と重なり、相当に過密スケジュールの中で活動を行って
きたが、この難局を運営係を中心とした会員相互のチー
ムワークで乗り切り、活動をとおして多くの市民とふれ
あうことができたことが最大の成果である。

また、「会員の学びたい」に答えた各種研修の実施は、
会員のＩＴに関する知識のスキルアップに役立っている。

一方で、家庭の事情や体調を崩す等、活動半ばにして
会を退会する会員が、毎年十数名いることは避けられな
い事実である。各公民館での教室を円滑に行うためには、
ある程度の人数が必要となる。パソコンに関する知識を
活かして社会貢献をという市民を掘り起こし、継続的に

「ＩＴボランティア養成講座」を開催し、会員の数を維持
していくことが何としても必要である。

活動開始から、３年を経過しょうとしている。多くの
課題が会員の努力とセンターの支援によって解決されて
きた。市民の要望も入門教室から実用的な講座の開催を
要望する声が出始めている。現状では、これ以上新しい
講座を増やすことは困難である。

これに対処する一つの試みとして９月より、センター
の各種講座、公民館のパソコン教室受講生を対象に、セ
ンターで週１回「初心者のためのパソコン相談教室」を
開き、市民のパソコンに関する「各種相談」に応じてい
る。

来年度はセンターから遠い東部地区など数箇所の公民
館でパソコン相談教室を開き、市民とのふれあいの場を
広げることを当面の目標としている。

回発表会を開催し、動画作品はホームページ上で公開中。
（3）活動の概要

活動はセンターのパソコン教室や情報体験学習のサポ
ート、大分市内13地区公民館でのパソコン教室の開催、
各種研修会の実施、大分市の生涯学習情報「まなびのガ
イド」へ掲載する動画教材の制作等である。中心となる
活動は公民館でのパソコン教室の開催である。H19年度の
計画を次に示す。
●パソコン入門教室
13地区公民館×３シリーズ/５日間コース
●はがき作成教室
13地区公民館×１シリーズ/４日間コース

【パソコン入門教室の概要】
①指導体制　リーダー１名　サブリーダー２～５名
②受講生　 各教室10名、初心者対象
③受講料等　市の受講料として300円/日/人=1500円を徴
収。
④スケジュールと内容
・１日目　パソコンの構成、電源の入れ方、マウス操
作などパソコンの基本操作
・２日目　ワープロソフトによる文字、文章の入力、
・３日目　文字の修飾等とインターネットへの接続　
・４日目　電子メールの送受信、ネチケットについて
・５日目　４日間で学んだ内容についてのフォローアッ
プの日。受講生はパソコン持ち込み可。アンケート結果
は、今後の活動計画策定の参考資料としている。

写真-１　公民館でのパソコン入門教室

⑤その他　交通費として３人分3,000円/日が市より活動
班に支給される。

（4） 会員間における情報の共有

会の円滑な運営にとって、情報を共有するシステム作
りが、大きな課題であったが、ホームページ運営委員会
を発足させ、この問題を解決した。ホームページはスケ
ジュール管理情報の他、会の活動状況のページ、研修会
等の資料をダウンロード出来るページ、会員の静止画・
動画作品の投稿ページ等を設け、会の円滑な運営と情報
の共有化を図っている（図-３はトップページ）



湯沢市・雄勝郡は秋田県の南東部に位置し、岩手県・宮城
県・山形県に隣接し、秋田県の南の玄関口にあります。

湯沢・雄勝地域は１市１町１村で構成され、３市町村
の人口が約７万７千人の地域です。

東北地方の中央部を南北にのびる奥羽山脈の麓に位置し、
雄大な自然のもと、農林業を基幹産業としております。

豊富な温泉群、東北の灘といわれ「酒造り」や「稲庭
うどん」の生産地でもあります。

また、古くからの伝統と四季おりおりの風情とあいま
って豊かな情緒をかもし出す観光地でもあります。

春の訪れと共に、小野小町生誕の地といわれる小野地
区では「小町まつり」が開催されます。

夏は、「七夕絵どうろうまつり」が開催され、類を見な
い絵どうろうの幽玄さと、また、国の無形文化財に指定
されております「西馬音内盆踊り」は観衆を幻想の世界
に引き込みます。

秋の紅葉時には、「小安温泉峡の大墳湯」と「栗駒山」
は大勢の観光客で賑わいます。

冬は、雪国ならではのロマンに満ちたお祭りが各地で
開催されます。「ゆきとぴあ」は、古式豊かな馬そりの花
嫁がキャンドルロードを登って行きます。また、400年の
歴史を持つ「犬っこまつり」もあります。

是非、機会をみておいでいただければ幸いです。

視聴覚ライブラリーは、湯沢雄勝地域に２カ所あった
ライブラリーを統合し、昭和50年に「湯沢雄勝広域市町
村圏組合視聴覚ライブラリー」として誕生しました。

ライブラリーの運営につきましては、視聴覚教育施設

としての整備は無く、社会教育施設の一角を間借りし、
教材・機材の貸出し業務をはじめとして視聴覚関連の各
種講習会を実施しております。

また、各種講習会の実施にあたりましては、視聴覚ラ
イブラリーの単独主催はほとんどなく、ネットワークを
駆使し、「学校視聴覚教育研究会」や「みるわーく」との
共催により実施しております。

運営状況としましては、近年の財政ひっ迫により視聴
覚教材や機材整備・人的配置にも拍車をかけて弱体化し
ている中で、「学校視聴覚教育研究会」や「みるわーく」
との共催で進める事業は、大きな力になっております。

秋田県全体では、市町村合併以前は、11地域に有りま
した地域視聴覚ライブラリーも市町村合併後は、３地域
だけが生き残ったような状況にあり、秋田県全体が停滞
している状況にあります。

視聴覚ライブラリーの運営の中に、各種委員会が設置
されております。

運営委員会、教材開発委員会、教材選定委員会、技術
指導委員会、情報委員会と５委員会がそれぞれの役割分
担のもとに、主体的に進められております。

この委員会の中で、「みるわーく」の前身である教材開
発委員会の設置は、市販されていない分野の教材制作及
び地域を素材とした映像を制作し、学習資料として貸出
をするという目的でした。

委嘱を受けた委員はシナリオから映像収集、制作へと
一貫して一人で年間１作品を制作するという体制で進め
られており、委員は、それぞれ本業をもっており、本業
時間外での教材制作は、委員にかなりの負担がかかりま
す。
このような状況では、教材開発委員の後継者がなかなか
見つからず、人材確保に苦慮する状況もあり、委員会が
発展的に解消されることとなりました。

発展的に解消された元委員が母体となり、地域の住民
の方々を対象に視聴覚ボランティアを募集したところ、
写真撮影やスライド制作、ビデオ制作、パソコン操作、
ナレーション、昔語り等の特技を持った方々が集まり、
平成10年に映像ボランティアグループ「メディアバンク
みるわーく」が誕生しました。



また、近年、小野小町の生誕地ということで、訪れて
くれる方が多くなりましたが、予算が無くビデオが制作
されておりませんでしたので、観光案内人からの要望で
小野小町の紹介ビデオを現在作成中です。

他にも、写真撮影やビデオ制作及びコンピュータ関係
の指導の依頼も寄せられるようになってきており、徐々
に地域にも浸透していると感じております。

視聴覚の拠点となるライブラリーの運営が年々弱体化
する中で、「みるわーく」の活動が視聴覚教育事業推進に
大きなバックアップを果たしていると思っております。

地域を見渡しますと、時代の変遷と共に次世代に残さ
なければならない郷土資料が山積しておりますが、完全
な収集には至っておらず、今後も会員間の交流を大切に
し、更には会員の技術や知識を活かし、地域に根ざし、
ネットを巡らせながら、地域映像資料の制作・収集を進
めていきたいと思っております。

郷土を愛する人材の育成の観点からも地域に貢献でき
る会でありたいと念願するところでです。

また、視聴覚映像制作のボランティアグループは、全
国でも珍しいケースと聞いておりますので、今後も会活
動継続のために、如何に住民に浸透させ、更に意義ある
ものとするための運営方法や方向性を模索していかなけ
ればならないと思っておるところです。

継続のためには、会員の加重負担を避け、それぞれの特技
を、どのようなネットワークの基に融合させていくか、話し合い
を重ねながら、会員が動きやすい環境づくりのために事務局
がフォローすることが最も重要と思われます。

収集された映像資料を保存するだけでなく、いかに住
民の方々に見て、知ってもらうか重要なことであります
ので、ホームページや広域広報、ライブラリー情報誌等
への掲載や施設での展示、口コミ等様々な角度からの周
知浸透を目指しております。

※ みるわーくとは
「みる」はイタリア語で千、「わーく」は英語で働くで、

たくさん（千）働くことと、視るをかけている。

視聴覚教材制作技術を持った精鋭が集まり、それぞれ
の特技を活かすために、写真部・ビデオ部・コンピュー
タ部の３部に集約し、地域の今昔に関する視聴覚資料の
作成・収集・保存がスタートしました。

活動は各部ごとに進められ、写真部は、地域の「まつ
り」「次世代に残したい風景」をテーマに写真に納めてお
ります。今まで、撮影した作品は、110点になりました。
収集した写真は、年間４万人ほどの方々が利用する「広
域交流センター」に展示しており、センターに来られた
ほとんどの方々が足を止め、見ていただいており、やす
らぎや地域再発見資料として喜んでいただいていると思
っております。展示後は事務局で保存しております。

ビデオ部は、地域の「野鳥」「アイヌ語」「山野草」「蝶」
「自然」「歴史」等をテーマにスライドやビデオ、DVDに
より教材を制作しており、129作品が制作されております。
この作品につきましても「広域交流センター」に展示し、
貸し出しを行い、住民の方々に見て頂いております。

コンピュータ部の活動としては、パソコンに関する最
新情報の提供や講習会の際の講師を努めるなど住民の
方々と触れ合いながら、地域への定着を図っております。
また、「みるわーく」のホームページを作成し、会活動や
視聴覚ライブラリーの情報提供も行っております。

以上、３部の活動状況ですが、映像収集のために、撮
影現場に何度も足を運びながらの撮影と資料・情報収集
等、映像制作にかかる時間は膨大であり、会員の地道な
作業に敬服しております。

成果としては、今まで、地域に関する映像は、ほとん
ど見ることは出来ませんでしたが、会員が制作された映
像資料は２３９点と沢山の郷土映像資料を収集すること
が出来ました。また、地域映像を収集することにより、
見慣れたものに対する新しい発見や再認識や地域に対す
る愛着など、資料収集を通して得られるものが沢山あり
ました。

制作された映像資料は、地域学習、地域ＰＲ用として
子どもから一般の方々まで広く利用されております。利
用されることにより、視聴した方の感想や励ましが制作
者の励みとなり、技術向上につながるという相乗効果が
生まれ、会員の技術も向上しております。

このような活動が認められ、日本視聴覚教育協会・視
聴覚功労者５名、文部科学大臣賞・視聴覚教育部門にお
いて３名が授賞するなど自他共に認められております。

さらには、地域から制作要望も寄せられるようになり
ました。

例えば、平成19年度は秋田県が国体開催地であります。
湯沢雄勝地域にも沢山の選手の方々や関係者が来てくれ
ますことから、地域をビデオで紹介したいとの要望があ
り、会員が作成し、地域内の拠点施設約40箇所に配布し
ております。



学習論は、20世紀初頭から21世紀にかけて大きく変遷
してきた。20世紀になって以来３度の変遷を経ていると
いう指摘がある。「行動主義」「認知主義」「状況論革命」
である。一方、学習を支える技術、いわゆる学習支援技
術も20世紀末から21世紀初めにかけて大きな変化の波を
受けることになった。それがICT（Information and
Communication Technology）である。本発表は、学習論
の変遷の中から生まれた「インストラクショナルデザイ
ン」の考え方とICTを授業に導入した報告である。

今期の授業計画に取り入れたインストラクショナルデザ
インについて、 Ｄｉｃｋ　＆　Ｃａｒｅｙモデルは、教
育ゴールが設定される学習領域（domains of learning）
を、言語情報（verbal information）、知的技能（intellec-
tual skill）、運動技能（psychomotor skill）、態度（atti-
tude）の領域に分類する。本稿もこれにしたがっている。
①「教育ゴール」という考え方

インストラクショナルデザインの最初のステップは、
インストラクションが終了したときに学習者ができるよ
うになることを定義することであり、教育ゴールを設定
することである。 教員が教育ゴールを設定する際には、
多くの指導案に見られるように、内容に関して「知る」
とか「理解する」「気づく」という言葉を含まれることが
ほとんどである。しかし、これらの言葉によって記述さ
れたゴールは非常に漠然としたものであり、漠然とした
言葉で記述されたゴールは、そのゴールが達成されたの
かどうかの判断をすることを難しくする。そのゴールが
達成されたのかどうかの判断は外に現れる行動によって
測定されなければならない。こうして学習者の行動を観
察するためのスケールが作られる。では、「行動を明確に
記述した教育ゴール」とはどのような形で記述されるの
だろうか。 たとえば、英語について言えば、「不規則動
詞について理解する。」「不規則動詞と規則動詞の違いに
気づく。」といった記述よりも、「不規則動詞の変化を書
くことができる」という記述の方が明確であり、学習者
の行動によってゴールの達成を確認することができる。
②「上位ステップと」「下位ステップ」

教育ゴールへの過程はいくつかのステップに分割され
る。しかし、そのステップが大きいと感じられるときに

は下位ステップに分割する必要がある。一時間の授業時
間で教科書の一つの単元を終了させるのは、誰しもが困
難であると考えるだろう。すると、その単元はいくつか
のステップ（授業時間）へと分割される。そしてその時
間ごとに教育ゴールが設定されるが、その教育ゴールに
１ステップで到達する場合もあれば、数ステップを必要
とする場合がある。
③「上位スキル」と「下位スキル」

下位スキルとは、あるステップを達成するために、学
習者が既に学んでいなければならないこと、できなけれ
ばいけないことを示すものである。古文の授業で品詞分
解ができるようにステップを構成したとしよう。しかし、
学習者が文法的な知識を学んでいなければ、このステッ
プを達成することは困難である。学習者が必要なスキル
を習得していないのであれば、これを指導しなければ学
習効果もあがらず、またゴールも達成できない。

ＩＣＴを授業に導入するにあたっては、著作権につい
て理解することが必要となる。本発表では、著作権に触
れながら、本校通信制課程が作成した学習支援用コンテ
ンツを紹介する。
尚、紙面の都合から、参考文献については省略する結果
となったが、参考とさせていただいた方々に御礼申し上
げたい。



1、概要
東京海洋大学の羽曽部正豪准教授により、「受講者の意

向を反映させ解説講義が可能なディスッカション顕微鏡
による学習は、生物教育における最も優れた教授法（対
話教育）のひとつではあるが、現有設備としては未だま
れである。そこで、現在の情報技術を効果的に学校教育
の場へ導入する手段として、遠隔操作型の顕微鏡の利用
とそのITシステムに基づく対話教育の実践を試みている。」
という案内を頂いた。実際に操作し、授業を行ってみる
と、大学の研究者の指導のもと、適切に教材利用ができ
る方法の一つとして、リモート操作は有望であろうと思
われた。この方法は、同一の画面を見ながら助言を受け
ることができる。また、離れた教員間でも同一画面を見
ながら協議できる利点がある。実際に授業で利用した結
果を報告し、今後の可能性について考えたい。また、多
様化する視聴覚教材の提示方法として、アナログのテレ
ビを提示装置として使うことができるiPODを使った授業
についても紹介し、ブロードバンド時代の視聴覚教材の
扱いかたの一例として、ビデオポッドキャストの利用と
充実を訴えたい。

研究経過　多細胞動物について、細胞、組織、器官の
観察ができる優れた教材としてマクロ染色標本（図１）
がある。これは、東京海洋大学の羽曽部准教授によるも
ので、市販はされていない。

図１　ニジマス稚魚のH.E.染色標本

（提供　東京海洋大学　羽曽部　正豪）

多くの高校教員が興味関心を持ちながら、授業に用い
る困難さを感じたことと思われる。ただ眺めても何を見
て良いのかわからない、何を見ているのかを知るのも簡
単ではない。しかし、細胞と組織器官の関係は一目瞭然
であり、他に類を見ない。今回、東京海洋大学の顕微鏡
を操作（図２）し、見るべき部位を生徒に指示し、事前

および当日にも研究者に質問をしながら授業を進めるこ
とができた。対象は墨田川高校の２年生160人で、授業は
文系、理系それぞれの選択必修（物理Ⅰ、化 学 Ⅰ ｡、生
物Ⅰから１科目）７講座である。

図２　ニコン　クールスコープの操作画面

本校では100Mの速度を共有するLAN経由で２人同時に
ストレス無く利用できた。同時展開のクラス間でも、そ
れぞれやりとりが可能である。生徒は、マクロ組織標本
に驚き、大学の顕微鏡を操作できることにも感心してい
た。 事前に画面を取り込んで、印刷しておくことも可
能であり、授業プリントの一部に利用できた。要所を記
憶させて瞬時に移動することもできるので、時間配分に
よっては肝臓、えら、網膜などの要所のみつまみ食いも
できる。今回の授業では携帯電話でのやりとりとなった
が、メッセンジャーなどの利用でリアルタイムにやりと
りできるはずで、現在、試行をお願いしている。羽曽部
准教授からは、「固定IPアドレスの取得など、現状が抱え
る問題は多大ではあるが、実体に裏打ちされた情報技術
とその展開は生徒の学習進度と適時性から今後の効果的
な方法と考える事ができた。」ということである。また、
速度は遅いがウィルコムの端末でも利用できることが確
認できたので、全国での利用可能性を考え、今回の実演
はウィルコムのPHSで接続して行う予定である。
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